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挨　　　拶

会長　相葉安兵衛(昭和38年電気卒)

不況が長引いておりますが､会員の皆様にはご健勝にてお過
ごしのことと存じます｡会誌｢きたかみ56号｣をお届けでき

ることを大変嬉しく思います｡

本号で先ずご報告しなければならないのは､本会相談役元会
長細川哲男さんが昨年の6月19日に､また同小棒甚一郎さん
が12月25日にお亡くなりになったことです｡小津さんは昭和
18年のご卒業で､昭和30年から33年まで会長をお務めにな
られ､戦後の混乱がまだ残っている時期に科会を発展させ､母
校電気工学科の発展にもご協力なさいました｡細川さんは昭和
24年のご卒業で､平成8年から10年まで会長をお務めになら

れました｡当時問題となっていた電気科会の名称や構成員の範囲について鋭意検討
を重ね､その結果として次の太田原会長のときに名称を｢電気電子情報科会｣､会員
に情報工学科の卒業生も含めることを正式に決めることができ､今日の大きな同窓
会として発展するもとを作って下さいました｡衷心からご冥福をお祈りいたします｡
科会から両会長のご霊前に弔辞を奉呈致しました｡本号に弔辞と会員から寄せられ
た追悼文を掲載してあります｡小樽さんの追悼文につきましては締め切りの関係上､
次号に掲載したいと思っております｡また､電気工学科で27年間にわたって教育研
究にご尽力下さった百足恒彦先生のご逝去の報に接しました(平成20年5月ご逝去､
享年84才)｡心からご冥福をお祈りいたします｡久保田先生から追悼文をご寄稿い
ただきました｡

平成21年3月で田山典男先生(昭和41年卒)､久保田賢二先生(同42年卒)､道
上修先生がご定年により退職されました｡久保田先生は42年間､田山先生は37年間､
そして道上先生は15年半にわたって電気系工学科で多くの卒業生を育てると共に､
ご研究の面でも大きな成果をあげられました｡また､田山先生､久保田先生には電

気科会､ -祐会でも大変活躍していただきました｡これまでのご指導に心から御礼
申し上げ､今後のご健勝をお祈りする次第です｡科会では1月23日の盛岡支部主催
新年会の席上花束を贈呈し､慰労と感謝の意を表しました｡今号に先生方からご寄
稿いただきましたのでご覧になってください｡

一方､嬉しいニュースもありました｡元電気科会会長で現在-祐会会長の太田原

功先生(昭和30年卒)が昨年6月1日に発足した岩手大学同窓会連合の初代会長に､
また､東京支部長揮藤隆一さん(同47年卒)が在京盛岡広域産業人会の初代会長に
ご就任されました｡心からお祝い申し上げると共に､ご活躍をお祈りいたします｡

今春の卒業生の就職は不況にもかかわらず100%決まったようです｡これも日ご
ろの先生方のご努力と､長年にわたって社会で活躍し母校の高い評価を定着させた
会員の賜物であると思っております｡今後とも会員の皆様には一層のご協力をお願
いいたします｡

昨年の総会は､仙台支部のご協力をいただき､仙台で開催されました｡この総会
で､科会の財政健全化のために｢会費検討委員会｣を設置し､卒業10年毎にいただ
く｢年会費｣の集金改善を図ることとなりました｡未納の方は本誌30頁の記事をご
参考に､納入にご協力下さいますようお願い申し上げます｡科会活動を活発にし､
財政の健全化を計り､会誌の充実等を行いたいと考えています｡なお､今年の総会
は本誌にご案内のとおり､盛岡でチヤグチヤグ馬っこの日(6月12日tt))に開催さ

れますので是非ご出席ください｡
会員の皆様のご健康とご活躍を心からお祈り申し上げ､ご挨拶といたします｡
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ー退職した先生からの寄稿一

第二の職場　岩手大学での15年半の一石

平成5年10月に､ NTT

研究所から岩手大学の電

気電子工学科に転職しま

した｡着任以前に茨城大

学､東北大学で非常勤講

師･客員教授を経験して

いたため､教育のことは

凡そ理解していました｡

それでも､実際勤務しますと様々な出来事に出

会いました｡この小文では､企業出身者の視点

から､幾つかの事柄を述べさせて戴きます｡

大学職場への提言:以前の職場と大学の職場

に大きな差を実感しました｡ NTTの4つの研

究所には約3000名の所貞(入社当時の総職貞

数34万人)が在籍し､所間､職種間で頻繁な

人事異動がありました｡一方､大学では､職員

数は極めて少なく､教員の異動が無い状態です｡

これらの違いの他に､人事･評価に大きな違い

があります｡ NTTの人事は､企画室が一括し

て取り扱い､人物評価を重視した3段階で評価

されているため､比較的納得できる人事が行わ

れています｡多くの大企業の開発研究者を相手

に打合せし､実用化に繋げて行きますが､個人

的には､この経験が､バランス感覚と開発技術

のレベルアップに役立っています｡組織への依

存･寄生からくる弊害は人事異動の停滞にある

として､異動が頻繁に行われています｡学科は､

少人数で､異動が無く､人事権が付与されてい

ます｡この様な小組織では､驚くべき環境が醸

成されます｡教員の異動には､学科の帰属と研

究の継続の2つがネックと誤認されています｡

これらの課題に一石を投じたものとして学系制

度が数年前導入されました｡これは､教員が大

学院に属し､ -学科に拘わらず講義に出向く新

しい試みです｡この制度では､学科への過度な

思い込みが無くなり､学科間の壁が払拭できる

ものと期待しましたが､現状では十分機能して

道　上　　　修

いない状況で残念に思っています｡過度な学科

帰属意識の撤廃と人物評価を重視した人事制度

の導入は､今後の大学の生き残りには不可欠で

ある様に感じています｡

昨年工学部の学科が改組されました｡この改

組の命題は学科数の縮小にあり､これまでの7

学科から5学科になりました｡将来計画委員会

に提出された最初の改組案は､電気電子工学科

を2分割し､ 1つは材料物性工学科と､他は情

報システム工学科と合併する案でした｡この2

分割での合併を阻止し､一体となって他学科と

合併する案を推進しましたが､最終的には､電

気電子工学科と情報システム工学科が合併し､

電気電子･情報システム工学科に落ち着きまし

た｡新学科では､コース制を布いており､共通

科目を全体で教育するものの､シナジー効果は

殆どない感じであります｡これは､抜本的な改

組理念を構築する時間も無い状態での見切り発

車で､労力の割には効果の薄い改組であった様

に思います｡それでも､構成員は2倍になった

ことから､小組織の弊害の一部は改善･防止で

きると期待しています｡

近年､実践的な技術教育が益々重要になって

きておりますが､この技術教育には､最先端

の研究テーマの取り込みが不可欠と信じていま

す｡最先端技術研究を推進する教員とそれを基

にした実践的教育を可能にする学科の構築を実

現するためには､学科(コース)の基幹分野の

設定､その研究を推進する教貞の配置､更には､

適正な人事のあり方が重要であり､コース制の

枠を超えて､電気系全体で真剣に議論し､結論

を導く必要性があると思っています｡

何はともあれ､これまで分離していた両学科

が名実共に一体と成り得た今回の改組は､本電

気電子情報科会にとって､大変好ましい歴史的

改組と言って過言ではありません｡
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我が研究室配属学生:在職中､ 100名弱を研

究室に受け入れました｡講座配属では､当研究

室は厳しいとの噂があったため､やる気のある

学生と他研究室志望で余った学生の寄り合い所

帯で､女子が殆どいない研究室でした｡学生諸

君には､社会に通用する人間形成と卒業研究､

修士研究とも自分の問題であるとの意識付けを

徹底しました｡就活時には､学生と十分議論し､

四季報を基に会社の概要を説明し､本人の適正

を加味して会社を推薦しました｡研究室では学

部生から博士学生まで1室に同居させ､テーマ

毎に先輩が後輩にテーマを分け与え､指導する

体制をとりました｡先輩は､装置の操作法､論

文の紹介､英文論文の翻訳指導､研究の進め方､

発表資料の添削等を行って､先輩としての自覚

をさせ､能力を発揮させました｡修士学生は年

平均4-5名がおり､技術や研究の継承に不都合

はありませんでした｡生え抜きの博士学生は､

15年間で4名でした｡其々バランスの取れた､

研究能力､指導力に優れた人物で､博士学生

を頂点に統制の取れた研究室運営がなされまし

た｡この内の1人は､現在日立中研の研究員に

なりましたが､一流研究者に伍して立派な成果

を挙げて貰いたいと期待しています｡後輩は先

輩の指示に従いつつ､研究手法と指導法を身に

つけ､研究室内では､良き先輩､可愛い後輩の

雰囲気がありました｡年賀状等に研究室で学ん

だ上下関係や､仕事に対する心構えが会社で非

常に役立っていると記されてきますが､教師冥

利に尽きると感じています｡

教師としての醍醐味は､巣立った学生諸君が

何時までたっても先生と生徒の関係にあり､教

え子は､先生を敬っていることにあると確信し

ています｡また､その教え子達が､立派に成

長することは先生として掛け値無く大きな喜び

となっています｡この様な関係は､下克上のあ

る企業では今や皆無に近いものであります｡ 15

年半の在職中､着任後7年目､ 10年目(還暦

覗)､ 15年目(退官記念)の節目に､卒業生が

音頭を取って祝賀パーティーを開いてくれまし

た｡広島､九州の遠方にも拘わらず大勢に出席

して戴きましたが､同伴の妻が小生以上に感謝

一退職した先生からの寄稿一

感激でした｡還暦祝いにはチャンチャンコ､退

官記念には研究室の歴史を綴った立派な写真集

を贈呈して戴きました｡我が家の宝となってい

ます｡

研究テーマの展開:交付金が削減されてきて

いる現在､外部資金の獲得が必須となっていま

す｡資金獲得のためには､魅力ある研究テーマ

の発掘と迅速な展開が非常に重要です｡ NTT

時代には､酸化物超伝導薄膜を用いたアクティ

ブ素子の研究をしていましたが､大学では､移

動体通信に搭載する超伝導フィルタ用の高電流

密度薄膜の開発に研究をシフトしました｡ス

バッタ成膜法を中心に展開し､世界でトップレ

ベルの超伝導薄膜の製造法を確立しましたが､

超伝導フィルタのシステム導入は時期尚早と判

断しました｡そこで､スバッタ法によるDLC(ダ

イヤモンドライクカーボン)の研究に着手しま

したが､成膜速度と研究開始時期の点で､資

金獲得が容易でないと判断し､この研究は中断

しました｡その後(5-6年前から)､ ZnO透明

導電膜の研究を開始しました｡ ZnOは､液晶

ディスプレイのITO (錫を添加したh酸化物)

のhが､高価で､資源枯渇の問題があるため､

代替材料の位置づけにあります｡この研究は旬

のもので､ JST (科学技術振興機構)の育成研

究事業､県の夢県土事業に採択され､ 1億円以

上の研究費で研究を展開しました｡夢県土事業

が21年度まであることから､定年後も地域連

携推進センターで研究を継続しています｡蓄積

した成果を製品として具現化するため､新組織

の立ち上げを準備しております｡漸く可能性の

ある研究テーマに遭遇したと思っております｡

これらの基礎データは､我が研究室の学生諸君

の頑張りによって得られたものであり､大変

感謝している次第です｡学生と小生との共同作

業を良い思い出として確実なものとするために

は､事業化という果実を実らせなければならな

いと肝に銘じています｡

この小文の投稿の機会を賜り感謝致しますと

共に､本会の今後のご発展をお祈り致します｡
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一退職した先生からの寄稿-

37年間の楽しい思い出

電気電子情報科会貞の皆

様には､ご健勝にお過ごし

のこととお慶び申し上げま

す｡

私は､昨年の3月未に定

年退職いたしました｡岩手

大学電子工学科に着任した

のは､昭和47年4月でし

たので､ 37年間の長きにわたり勤務したこと

になります｡私は､岩手大学電気工学科に4年

間在学し､その後､東北大学の大学院に2年間

在学し､企業に4年間勤務しました｡従って岩

手大学に41年間お世話になりました｡

振り返ってみると､日本が高度成長を遂げた

登り坂一直線の時代と､ベルリンの壁の崩壊

で東西冷戦構造が終結した1989年(平成元年)

に日本はバブル経済がピークを迎えて崩壊し､

それ以降は脈動しながら低下するデフレ不況の

下り坂の時代に､私は居合わせました｡経済の

登り坂に17年間と､下り坂に20年間です｡下

り坂では､ BRICs台頭､グローバル化やイ

ンターネット革命が進行し､世界が大競争の激

しい時代になりました｡岩手大学も独立法人に

なり､運営仕組が大幅に変わりました｡

人生を振り返ると､いろいろなことが思い出

されます｡山あり谷ありトンネルありですが､

いつも｢夢を追った人生｣であり､仕事に熱中

して走り続けて来た､楽しい37年間でした｡

これは皆様のお陰であり厚く御礼申し上げます｡

私が電気工学科に入学したのは昭和37年で､

当時は木造校舎でした｡創設当初からの草刈､

鎌田､入江の3先生がご健在でしたし､佐藤､

志田､湧井の個性ある先生方から熱心な講義を

授かりました｡ 4年生時の卒業研究では､志田

純一先生のご指導を戴きました｡磁心を用いた

田　山　典　男(昭和41年電気卒)

ロイヤー発振回路の解析で､理論と実験の両面

からの研究でした｡当時､上田に在ったNHK

アンテナ塔からの送信電波の影響に悩まされ､

放送終了の深夜になってから実験をしたことや

仲間のことを懐かしく思い出します｡

大学院進学を考えていましたが､当時､東北

大学の菊地正先生の特別講義で聴いた多孔磁心

による論理回路に惹かれて､東北大学の大学院

電子工学専攻の菊地研究室に行きました｡当時､

トランジスタは点接触で安定に動作しなかった

ので､安定な磁気論理と磁気記憶で構成する

オールマグネティツクコンピュータの夢を措い

て､熱中しました｡磁気論理回路系の研究で､

毎週数回朝方までアイディアを模索していたこ

とが懐かしく思われます｡ワクワクしていました｡

その後､鉄道信号や交通信号を扱う日本信号

という会社に入りました｡そこでコンピュータ

ソフト開発と､当時始まったばかりの新幹線の

大規模オンラインリアルタイムシステムの開発

に従事しました｡システムプランナーへの道を

実地修練してシステムの構想力と構築力を磨き

ました｡その後､岩手大学電子工学科に赴任し

ました｡当時は､工学部構内に木造校舎がまだ

残っていたのを思い出します｡博士取得が急務

でしたので､大学院で研究していた多値論理系

に熱中し､新たな｢対称3倍論理系の研究｣を

創案提出して､東北大学から論文博士の学位を

取得したことを思い出します｡会社とは違って

お金が殆ど無しで､紙と鉛筆と小実験だけで､

どのようにして学会論文誌へ自分の独創論文を

掲載するかが試練であり悩みでした｡

瞬く間に､情報工学科が昭和50年創設され

まして､新設学科に移動しました｡情報工学科

では､論理回路や計算機構造論のハード関係

の講義と学生実験や演習装置作りを担当しまし
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た｡思い出深いことは､ ｢3次元並列画像処理

計算機P I PE｣の開発です｡情報一回生8名

の卒業研究で､世の中に存在しなかった｢画像

を並列処理するコンピュータ｣の試作に挑戟し

ました｡皆が熱中し燃え上がり､ 3次元並列画

像処理という基本概念を構築しました｡そして

最新のビットスライスプロセッサLSIを32

個組み込み､ 128ビット幅マイクロプログラム

で制御する独創的な並列コンピュータの基本

設計を成しました｡大学院に進んだ3名が結束

分担し二回生が加わり膨大な実装設計に取り組

み､毎日ニンニクを食いながら､手巻きのラッ

ピング作業で､総数50枚超の配線基板を手作

りしました｡そして､コンピュータPIPEを､

遂に動かしました｡その時の皆の感動は､生涯､

忘れられません｡マイクロプログラムや画像処

理専用命令体系を作り､専用コンパイラーやO

sの基本ソフトも手作りして､動画像へ拡張し

ました｡

平成7年度から博士課程設置に伴い改組した

電気電子工学科に移りました｡その頃､他省庁

から提案公募型の研究プロジェクト募集があ

り､岩手県から勧められて､通産省の中小企業

創造基盤技術研究開発に提案応募し採択されま

した｡平成8年から3年間､岩手県工業技術セ

ンターと県内企業3社で､産学官大型研究プロ

ジェクト｢FMR原理による産業用3次元CT

装置の開発研究｣を実施しました｡これまで岩

手大学が提案した､極少数方向投影データから

誤差最小な画像を実時間で再構成するFMR原

理により､画像再構成VLS I (超大規模集積

回路)､並列画像処理計算ボード､ CT超並列

処理計算機､ Ⅹ線投影スキャナーを技術開発し

ました｡当時30万ゲートを超えるVLSIの

実現は脚光を浴び､採択された全国30プロジェ

クトの中でトップ10に入り評価されました｡

次に､この独創的なFMR原理を他の分野へ

応用展開する研究として､ ①FMR原理とホロ

グラフィ原理を融合して､ 3次元物体の内部を

立体視する新技術の提案､ ②FMR原理と磁気

一退職した先生からの寄稿一

共鳴現象NMRを組合せて､複数の核種分布を

画像化する産業用多重MR Iの提案､ ③海洋の

音波伝脚寺間データからFMR原理により､広

領域の海洋中3次元温度分布を画像化する海洋

トモグラフィ技術の提案など､ ｢革新技術｣ -

の創造可能性を探求しました｡国際会議で研究

の成果を発表し､これらのFMR原理に関連す

る研究で､ 4名の大学院博士を輩出しました｡

こうして研究教育人生を振り返ってみると､

学生の皆さんに耳寄りな事実に気付きました｡

それは､ ｢若い時に懸命に修得した体験が､期

せずして彼の方で､いろいろ役に立っていた｣

ということです｡若い時に､懸命にやったコト

は､自分の身に着いてるので､必要になった場

面で自在に活用し役立てられるのだろう､と思

います｡何事も､懸命にやることが､要のよう

です｡

毎年4月に新4年生を迎えて学生さんと共に

歩んで来た37年も､終りました｡学生さんと

共に研究ができたことは､大きな喜びでした｡

皆さんの顔が､次々浮かんで来ます｡卒業の頃､

皆さんの成長した姿に優秀だ､と感じました｡

私の人生を振り返ってみると､登り坂よりも､

下り坂のこの20年が世の中の流れが速くなり

大きく変わったと感じます｡盛岡の街並みも､

すっかり変わりました｡大学も変わりました｡

願わくば､この先､下り坂の時代から抜け出し､

経済持続発展可能な､希望や見通しが持てる､

成熟安定の社会-移行することが望まれます｡

日本の経済成長戦略や仕組の改革が進められて

いるようですので､期待したいと思います｡

37年間､熱中して楽しく仕事ができ無事に

退職できましたのは､ひとえに恩師の先生方､

ご支援いただいた教職貞の皆様､研究室で共に

学んだ卒業生の皆様､そして電気電子･情報科

会会員の皆様からのお世話によるものでござい

まして､心から御礼を申し上げます｡

最後になりましたが､会貞の皆様のご健勝と

ご活躍をお祈りし､母校電気電子･情報システ

ム工学科と当科会のご発展をお祈り致します｡
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ー退職した先生からの寄稿-

在職中の思い出

会員の皆様には愈々ご清

祥にてお過ごしのこととお

慶び申し上げます｡岩手大

学電気電子工学科を定年退

職したということで貴重な

紙面の提供を受けました｡

昭和42年3月に岩手大

学工学部電気工学科を卒業､同年4月教務員と

して採用され､以来42年間奉職させていただ

きました｡当時学科長であられた故草刈遜先生

から､正確な言葉は思い出せないのですが､ ｢君

には悪いけれど､発令が4月1日より遅れるか

も知れない｡いろいろ支障があるので､こっち

も困るけれど-･｣という趣旨のお話を戴いたの

を記憶しています｡当時の予算審議の状況次第

ということだったのかも知れません｡

ともかく4月1日付けで採用されて､電気工

学科電気通信工学講座に配属されました｡ご年

配の方々には懐かしい響きかと思いますが､私

の入学時はまだコース制で､電気工学科は(A)

電力発生分配コース､ (B)電力応用コース､ (C)

電気通信工学コースの3コースに分かれており

ました｡卒業の頃は電子工学科の設立に伴って

講座制へと移行している時期であり､電気工学

科は電気基礎学､電力発生分配工学､電力応用

工学､電気通信工学の4講座､電子工学科は電

子応用工学､電子材料並びに計測学､電子管及

び電子回路学の3講座が充実されつつあった時

期と記憶しております｡

採用された時には本学工学部の前身盛岡高等

工業学校創立時からの草刈遜先生､鎌田徳美先

久保田　賢　二(昭和42年電気卒)

生､入江泰先生の3先生にはご壮健で､草刈先

生は電気基礎学講座教授で工学部長､入江先生

は電子工学科-移られて学科運営に心血を注い

でおられ､鎌田先生は定年ご退官されたばかり

で非常勤で講義に来られて1階事務室隣の部屋

に居られました｡電気通信工学講座は三輪忍教

授､大田原功助教授､沼田徳重技術員がおられ､

そこに菊池幸吉技術員と私が配属された次第で

した｡

最初の仕事は学生実験指導補助で､学生実験

の1テーマである｢陽極変調回路｣の担当を仰

せつかりました｡前年まで使用していたという

実験装置やメータをテーブル上に配置して貰

い､教わりながら配線､予備実験に取り掛かっ

たのですがうまくいきませんでした｡装置は電

源と変調回路とに分かれており､どちらも真空

管を用いて大分前に手作りした装置であり､電

源は何台かの中から正常動作するものを探すこ

とができましたが､ 1台きりの変調券の方は不

安定で調子が悪く､不勉強で不慣れながらハン

ダの付け直しや調整を行い､実験開始日の朝に

やっと不安定さは除去できたものの実験項目で

ある100%変調及び過変調波形を観測すること

ができず､僕担当の実験のみその週は中止､後

日実施と計らって貰いました｡大田原先生と当

日運悪く変調回路の実験日に当っていた学生諸

君には実に迷惑を掛けてしまいました｡その後

菊池氏の全面的な援助指導を受けて変調器を新

たに製作し､ずっと学生実験に使用していまし

た｡このときB電源にドライバを接触して先

端溶損する経験も初めてしました｡
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研究面では､最初の半年間は大田原先生の指

導下で卒業研究の継続､その後は三輪先生の下

でと言われましたが､三輪先生の擾乱電磁界の

研究に主力を移し得たのは結局1年半後になっ

ていました｡昭和44年1月に三輪先生は宇都

宮大学に転出されましたが､昭和49年まで三

輪先生ご指導の下にFMレ-ダやドプラVOR

の電波擾乱誤差の研究を続けさせて頂きまし

た｡三輪忍先生には平成20年6月2日92歳で

逝去されました｡衷心よりご冥福をお祈り申し

上げます｡

昭和49年5月～ 10月東北大学教授佐藤利三

郎先生の研究室で私費内地研究員としてご指導

戴く機会を与えられ､アンテナの勉強を始めま

した｡以降退職までアンテナの勉強を続けるこ

とになりました｡最初の頃は難解で自分には継

続が無理かとも思った時もありましたが､当時

の佐藤研究室の諸先生方並びに大学院生の皆さ

んのお陰で何とか継続することができました｡

昭和61年秋､当時東北学院大学工学部長で

あられた佐藤利三郎先生に大型鉄塔設置のため

のテレビジョン放送アンテナの研究開発のお手

伝いの機会を与えられました｡この研究は古河

電工と東北学院大学との共同研究で同大学多賀

城キャンパスに直径6メートルの大型アンテナ

放射指向性測定用回転台が設置され､同大学教

職員の方々や大学院生と一緒に多面合成アンテ

ナの研究を始めました｡私は非常勤講師として

東北学院大学大学院ゼミナール指導のお手伝い

を仰せつかり､充実した教育研究活動をするこ

とができました｡

その間､岩手大学卒業研究として柏崎靖之氏

が独自に開発完成させたアンテナ指向性自動

測定システム(昭和58電気関係学会東北支部

1H5)を本学栗田宏明技官にバージョンアップ､

東北学院大学の測定システム向けにハード･ソ

一退職した先生からの寄稿-

フト全てを製作･調整して戴いて取り入れ､測

定効率と精度を大幅に向上させることができま

した｡大型アンテナ指向性自動測定システムが

完成したのは栗田氏の技術と献身的な努力の賜

物でした｡研究成果は1995年東京MX- TV

放送アンテナとして東京タワーに設置現用され

ています｡また､地上テレビジョン放送デジタ

ル化に向けてのTV放送アンテナの研究に着手

し､ 2003年に東京タワーに設置されて関東圏

の地上デジタルテレビジョン放送アンテナとし

て現在使用されているスペース共用多面合成ア

ンテナの研究にもこの装置を使用しました｡

多面合成アンテナの数倍計算には､最初

の数年間当時情報工学科に設置されていた

oKITAC50/40を､学生の実験実習が終わっ

た夕方から朝まで､休日もフルに利用させてい

ただきました｡部分的な小さな計算プログラム

は電気工学科に設置されていたミニコンピュー

タOKITACIOも使用してデバッギングしまし

た｡このミニコンの入力媒体は8単位穿孔紙

テープでした｡

奉職した頃は岩手大学初の汎用コンピュータ

FACOM231が導入されて1年後､学内で利用･

プログラミング講習会が開催されて､本格的に

稼動され始めた頃でした｡プログラムを6単位

紙テープに穿孔し､読み込ませた後コンパイル

までの時間を利用して岩山へスキーに出かけた

日もありました｡穿孔紙カード時代を経て､コ

ンピュータは当時を想う嫁がないほど進化しま

した｡真に隔世の感です｡

貴重な紙面をったない文で綴らせて戴きまし

た｡最後になりましたが､皆様のご厚情のお陰

で定年退職できたことに感謝申し上げ､母校並

びに本会の発展､そして皆様のご健勝とご活躍

を衷心より祈念致し､筆を描きます｡
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電気電子工学コースの近況

電気電子･情報システム工学科　電気電子工学コース長　藤　原　民　也

電気電子情報科会の皆様が､ご健勝で社会の

さまざまな分野で活躍されていることは私たち

母校に職を報じている者にとって大きな誇りで

あり､大変心強く思っております｡

岩手大学は､昨年2009年に創立60周年を迎

えました｡その記念行事の一つとして､ホーム

カミングデイを行いました｡これは卒業生の皆

様に母校･岩手大学に帰ってきてもらい､大学

生活を再び懐かしみ､楽しんでもらおうという

卒業生のための特別の一日でした｡その日は､

2008年ノーベル物理学賞受賞者の益川敏英氏

の記念講演の他､ ｢懐かしの学食｣､ ｢学部懇談

会｣､ ｢まるごとミュージアム｣など様々のイベ

ントが企画されました｡

さて電気電子工学科は､学部改組により昨年

4月1日より電気電子･情報システム工学科と

なりました｡これは電気電子工学科と情報シス

テム工学科､および福祉システム工学科の一部

が再編成されてできたもので､入学走貞120名

の工学部で一番大きな学科です｡この再編は､

近年急速に進む高度な電子情報化への対応や産

業界からの幅広いニーズに応えるために行われ

ました｡電気･電子･通信･情報の広範な分野

に対して､ ｢電気電子工学コース｣と｢情報シ

ステム工学コース｣の二つの教育プログラムを

設けて､これらの分野に関する基礎･基本を重

視した体系的な教育を目指しております｡特に､

多数の実践的な科目の履修を通して｢もの造り｣

の意義とその基本技術を身につけさせ､専門基

礎学力と柔軟な課題解決能力をもった人材の養

成に力を入れる方針です｡ 1年生は入学後9月

まで同一カリキュラムで教育を受け､ 10月か

らは｢電気電子工学コース｣と｢情報システム

工学コース｣に分かれて､現在それぞれの教育

プログラムに従って専門知識を習得していると

ころです｡学科運営では､改組前に入学した学

生が在籍するため諸会議の回数が非常に多い状

態です｡学科に関わるものだけでも､新学科の

会議､新学科コースの会議､旧学科の会議の3

種類があるため､私もときどき､どの会議であ

るのかを混乱することもあります｡新学科の教

員数は現員で38名です｡この数から大きな会

議室も教貞でいっぱいとなります｡構成月が多

いと会議はまとまりにくいものですが､当学科

の会議では議事進行がいつもスムーズです｡こ

れはコース間の協力体制が大変良好であること

の表れですが､元をたどれば平成4年度頃まで

は当時の電気系3学科は｢一体運営｣をしてお

りました｡その結果､種々の活動において2コー

スの取り組み方が非常に近いと言えます｡教員

数が多いことは学科のアクティビティ向上につ

ながり､様々な点でメリットがあります｡この

メリットを活かしながら､今後の学科運営や教

育研究活動に取り組んで参りたいと考えます｡

新学科の電気電子工学コースについて､教員

の構成と教育研究の内容をお知らせ致します｡

旧電気電子工学科の教貞陣に､旧福祉システム

工学科から谷口宏先生､小林宏一郎先生､田野

崎真司先生が加わりました｡これによって電気

電子工学コースの教育組織は一段と充実しまし

た｡電気エネルギー工学分野では電磁気学･電

力工学･電気物理･強電界工学などを基礎とし

てプラズマ工学･パルスパワー応用･凝集系低

エネルギー核反応に関する教育研究､電子デバ

イス工学ではエレクトロニクスの基盤をなす半

導体･磁気･光学などを応用した磁気デバイス･

電子デバイス･光デバイス･生体磁気計測なら

びに超LSIを製造するための半導体集積回路等

に関する教育研究､電子システム工学分野では

電子回路･通信工学･計測制御･信号処理など
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を基礎として光学応用システム･磁気センサシ

ステムや計測制御システムの開発に関する教育

研究をそれぞれ行います｡

今年度も特別講義｢社長実践学｣を開講しま

した｡特別講義は電気電子工学科の3年生と4

年生が対象の科目で､二つに分けることができ

ます｡一つは学会主催の学術講演を特別講義と

して学生に聴講させるものです｡もう一つは､

私たちが通称｢社長実践学｣と呼ぶもので､本

会員による特別講義です｡この講義では､学生

が大学で学ぶべきこと､社会人にとって大切な

こと､会社のしくみなどを卒業生という立場や

先輩という立場で学生に分かりやすくお話して

頂いております｡今年度は､池田隆夫棟(昭和

35年3月卒)､梅良之様(昭和42年3月卒)､

揮藤隆一様(昭和47年3月卒)､斎藤新一様(昭

和49年3月卒)の4名の皆様に講義をして頂

きました｡

すでにご存じのことと思いますが､岩手大学

には｢学系｣という教員所属組織があります｡

これは､教員所属組織が一元化されることによ

り､教員の交流が学部間の壁を越えてそれまで

以上に活発化し､組織が全学として最適化され

ることを期待したもので､平成19年度に出来

ました｡物質機能･エネルギー科学系､システ

ム理工学系､環境科学系､数理基礎科学系､応

用生命科学系など全学には文系も含めて11の

学系があります｡当学科の教貞のほとんどはシ

ステム理工学系に所属しております｡学系が出

来て3年目にあたる今年度は､当電気電子コー

スが主体となって学系シンポジウムを企画して

おります｡これは学外から講師を呼んで講演を

行い､デスカッシヨンなどを通して､学系内の

研究交流の促進や研究グループの形成がねらい

です｡講演は､｢ブレークスルーのイノベーショ

ン理論｣､ ｢無線L ANの要素技術と標準化動向､

人支援ロボットの開発｣､ ｢岩手･宮城内陸地震

にみられる地磁気信号の変動｣､ ｢循環型社会形

成のための環境､資源､エネルギー｣､ ｢通信の

雷防護技術と国際標準化動向｣などで広い分野

の多岐にわたっております｡

この一年間の人事異動をお知らせします｡昨

年3月に田山典男先生､道上修先生､久保田賢

二先生が定年退職されました｡先生方が去られ

たことは当学科にとって大きな痛手ですが､残

された私たちが奮起して一層の努力をしなけれ

ばならないと考えます｡三人の先生方には長年

にわたり教育研究と学科運営にご尽力されまし

たことに心から感謝を申し上げます｡ 4月には

NNT未来ねっと研究所から本間尚樹先生が着

任されました｡本間先生は､東北大学大学院博

士後期課程修了後日本電信電話株式会社に入社

して､高速固定無線通信用アレ-アンテナやブ

ロードバンド衛星通信システムに関する研究を

されました｡この研究実績を生かして､大学で

はメディア通信システムや恵子通信システム工

学特論などの講義を担当しております｡また､

向川政治先生が准教授に昇任されました｡これ

までの放電プラズマ応用に関する研究に加え

て､今後はフォトニック結晶など電子デバイス

工学分野での活躍が期待されます｡

学生の就職事情については､今年度も厳しい

状況に変わりはありませんが､本学の電気電子

工学科･電気電子工学専攻-の求人数は少し減

少したものの社会一般からみれば依然として高

いと言うことができ､就職希望者はほぼ全員内

定に近い状態です｡これも卒業生の皆様がこれ

まで様々の分野で活躍して､岩手大学の当学科

が社会から大きな信用と高い評価を得ているこ

との表れであると思って､感謝しております｡

私どもはこの財産を食いつぶすことのないよう

人材育成には一層の力を注がなければと心を引

き締めております｡

末筆となりましたが､会員の皆様のますます

のご健勝とご発展をお祈り申し上げます｡
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情報システム工学コースの近況

電気電子･情報システム工学科　情報システム工学コース長　安　倍　正　人

電気電子情報科会会貞の皆様にはご健勝にて

お過ごしのこととお慶び申し上げます｡

さて､今年度に起こった電気電子情報科会に

関わる大きな変化として､工学部･工学研究科

が改組されたことが挙げられます｡この改組に

伴い､学部としては､電気電子工学科と情報シ

ステム工学科が統合されて新たに電気電子･情

報システム工学科が誕生し､また､大学院とし

ては､デザイン･メディア工学専攻が誕生しま

した｡両学科の統合は､産業界から近年強く

要望されてきている組み込みシステムの発展

には､ハードウェアとしての電子機器と､それ

を動かすソフトウェアの両方を同時に教育･研

究することが不可欠であるとの考えからなされ

ました｡また､デザイン･メディア工学専攻は､

日本が得意としながら､人材の育成が不十分で

あった､アニメやCG(コンピュータ･グラフィッ

クス)に代表される<環境､プロダクト､コン

テンツ>のデザインからなるデザイン工学とメ

ディア工学からなる融合分野の教育･研究を強

力に推進するために新設されました｡

当コースの今年度の国際交流としては､青森

准教授を担当としてのキルギス共和国との学術

交流が挙げられます｡はじめにキルギストル

コマナス大学と岩手大学が共同主催する学術

セミナーが以下のように2回開催されました｡

･ ■'International Joint Seminar on information

science and Technology 2009 (IST2009)"岩手

大学,平成21年5月21日

･ ■'International Joint Seminar on information

science and Technology 2009-2 (IST2009-2)■'

Kyrgyz-Turkey "Manas■'university, Bishkek,

Kyrgyz Republic,平成21年9月11日

そして､これを契機として､キルギストルコ

マナス大学,工学部,コンピューター工学科と

の学部間交流協定が平成21年11月22日に締

結されました｡

続いて､キルギススラブ大学と岩手大学が

共同主催する学術セミナーも以下のように開催

されました｡

I ■'International Joint Seminar on Optical and

Information Technology 2009 (ISOT2009)"

Kyrgyz-Russian (Slavic) University, Bishkek,

Kyrgyz Republic,平成21年9月15日

また､このセミナーを契機としてキルギス科学

アカデミーと吉森准教授の問で｢次世代ホログ

ラフィー技術に基づく情報記録･ 3次元イメー

ジング｣に関する共同研究が開始されました｡

また､千葉教授らと大連理工大学の電子情報

学院およびソフトウエア学院との教貞同士の研

究交流が9月15日～18日に行われ､さらに､

JASSO(日本学生支援機構)の帰国外国人留学

生交流関連事業として, 9月5日～14日に今

野教授が西北農林科技大学の信息工程学院と研

究交流を行いました｡

研究面では､今年も学生を中心とした研究発

表等に対して以下のような多くの授賞がありま

した｡学会名､受賞名､受賞者､研究論文題目

名を以下に示します｡

①日本光学会(応用物理学会)､光みらい奨励

金　公募採択テーマ､笹本益民(情報工学専攻

2年),指導教貞:青森久､ ｢全干渉計測による

3次元分光立体像の初期画像取得｣

2月27日, 50千円

②日本機械学会､日本機械学会船井賞､原美オ

サマ助教､ ｢対向型多指ハブティックインター

フェイスロボットHIROの研究開発｣ 3月26日

③芸術科学会､平成20年芸術科学会論文賞､

菅野研一(電子情報工学専攻D3),千葉則茂(電

気50年)､ ｢マイクロホンベースの風速センサ

の開発と実世界の風に揺らぐ樹木のリアルタイ

ムアニメーションへの応用｣ 3月19日

不況の影響で､来年度の就職状況は非常に苦

しいと感じていますが､教職貞一同努力してい

く所存ですので､会貞の皆様には益々のご支援

を賜りますようお願い申し上げます｡
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-平成21年度総会特別講演-

｢電気系学科再編の背景とそのねらい｣要旨

電気電子･情報システム工学科　千　葉　則　茂(昭和50年電気卒)

特に､法人化して以来､同窓の皆様からも母

校に対する評価の目が向けられていることと思

います｡また､講演のテーマであります改組の

ねらいをご説明する上でも､まずは大学の規模

について少し触れておきたいと思います｡

本学は､学生数が約6,000名､教員数が約

520名､職員数が約280名で､予算規模が約

120億円の大学です｡少し余談ですが､これに

対して､今回の総会開催地であります仙台在住

の方が良くニュースをお聞きになるのが東北大

学だと思います｡この東北大学は､本学と比べ､

学生数比で約2.5倍､教員数比で約6.5倍､職

員数比で約10倍､予算比で約10倍です｡本学

には基本的に教育担当を義務としない教員はほ

とんどおりません｡報道では､大学の業績は､

科学研究費の獲得額など､絶対値で示されるこ

とが多く､皆様方もそれを日にしておられるこ

とと思いますが､少しは､この規模の違いを考

慮していただいてご覧頂くことを期待したいと

思います｡

工学部の学生の出身地構成は､もちろん年に

も寄りますが､岩手県出身者が約45%､宮城

と青森で約30%､北海道と秋田で10%､それ

以外がその他の東北地区と北関東で占められて

います｡就職先は､情報系では約25%が県内､

約30%が仙台地区､残りが首都圏となってい

ます｡このように､全国平均以上の岩手県の少

子高齢化に加え､若者の県外流出が止まりませ

ん｡このままでは次世代の入学生の減少が必至

であり､大学の存続も地域経済も危ういと思わ

れます｡そのため､大学にも地域振興の一端を

担うことが期待されているわけです｡もちろん､

産業振興のみならず､スポーツや文化を含む生

涯教育による地域活性化も期待されています｡

これらの背景もあり､本学の地域連携は活発で

あり全国的にも有名になっていることかと思わ

れます｡また､地域の産業振興に向けて､他地

域や中国大連地区との連携にも力を入れている

ところです｡

岩手県の有効進学者数は､約5,000名程度の

ようでして､本学の学部入学定員は約1,200名

ですから､全員が本学を受験してくれたとして

も4倍程度です｡近隣県から学生を集めても､

お互いに出入りがあることを考えると､東北､

ましてや岩手県だけから学生を集めることで

は､低い倍率に甘んじなければならないことは

明らかです｡これに加えて､工学､特に電気電

子情報系離れが全国的に未だ深刻な状態にあり

ます｡志願者倍率が2.0を下ることも有り､学

力の低下が懸念されます(ある学力のまとまっ

た層(同一教育が有効な層)を入学生とする

ためには､ 2.0倍が目安になるようです)｡これ

では､国際競争下に置かれている産業界のオフ

ショアを進め､地域企業の競争力低下を招きか

ねません｡

一方､産業界からの大学院修了生への期待は

大きく､それに伴い大学院への進学率も上昇し

ており､工学部で約40%となっています｡電

気電子工学科では50%にもなっています｡最

近の電気電子情報系卒業･修了生では､携帯電

話､自動車､家電､製造機器､ロボットなどの

インテリジェントなシステムの開発に携わる者

が増えてきています｡また､工業先進地では人

材不足が深刻で､本県のような人材供給県が注

目されてきています｡それも人材を先進地へ集

中させようというのではなく､事業所を設置し

地元採用を推進しようという傾向が現れてきて

おります｡宮城県や岩手県の自動車関連企業の
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拡大や新たな進出に伴い､岩手県においても､

自動車関連ものづくりや組み込みソフトの振興

に力を入れております｡盛岡広域地域､北上川

流域地域､岩手県県北地域には､企業立地促進

法に向けた産業活性化協議会が設置され､盛岡

地域では､組み込みソフトやIT･システムを

中心とした産業集積の基本計画が了承されてお

り､関連する人材養成が期待されています｡

以上の背景､すなわち"学部志願者の減少､

大学院進学者の増加､時代の変化に対応した人

材養成への期待"に答えるために今年度に改

組を行うことになりました｡この改組計画で

は､従来の7学科を､応用化学･生命工学科､

マテリアル工学科､電気電子･情報システム工

学科､機械システム工学科､社会環境工学科の

5学科に統合･再編しました(入学定員は430

名から400名に削減です)｡また､工学研究科

については従来の博士前期課程9専攻を応用化

学･生命工学専攻､フロンティア材料機能工学

専攻､電気電子･情報システム工学専攻､機械

システム工学専攻､社会環境工学専攻､デザイ

ン･メディア工学専攻､金型･鋳造工学専攻の

7専攻に(入学定員は36名の増加です)､博士

後期課程は現在の3専攻からフロンティア物質

機能工学専攻､電気電子･情報システム工学専

攻､機械･社会環境システム工学専攻､デザイ

ン･メディア工学専攻の4専攻に(入学定員は

4名の減です)､再編･新設になりました○　こ

れまでの電気電子工学科と情報システム工学科

は｢電気電子･情報システム工学科｣を構成し､

電気電子工学コースと情報システム工学コース

を設けて教育にあたっております｡ (工学部･

工学研究科のHP : http://www.eng.iwate-u･

ac.jp/jp/index.html)

また､情報システム学コースの主にメディア

システム学分野の教員はデザイン･メディア工

学専攻のスタッフとなりました｡この専攻は､

環境系教貞と教育学研究科の芸術系教貞からの

スタッフとともに､ <環境､プロダクト､コン

テンツ>に関わるデザイン工学とメディア工学

からなる融合分野の教育を担当します｡ (この

専攻では､従来の｢工学｣の他に｢芸術工学｣

の学位の授与が可能となりました｡工学研究科

の中にある専攻としては､全国で初めてのこと

です｡)そのため､電気電子･情報システム工

学科の卒業生は､ ｢電気電子･情報システム工

学専攻｣か｢デザイン･メディア工学専攻｣に

進学することが可能となりました｡

本学でもそうですが､日本では電気系学科を

母体として設置されたところが多い情報系学科

ですが､これまで情報システム工学は電気電子

工学とは異なる独自の発展を遂げてきており､

電気回路や電磁気学などの物理を基礎としない

学問領域が拡大の一途をたどっておりますoそ

のため､共通とする学問領域は昔ほど大きいと

は言えませんが､一方では日本が強みとする組

み込みシステムの発展と特に組み込みソフトウ

ェァの巨大化により､電子制御工学やソフトウ

ェァ工学などの両者の近接領域の協働が強く求

められております｡今回の改組による学科の統

合の意義もここにあります｡

以上の改組のみで､工学系学科の冬の時代を

乗り越えるのはもちろん難しいと思われます｡

そのため､志願者の出身地を拡大する努力とし

て､入学試験会場として､東京､札幌､名古屋

に拡大してきています｡また､オープンキャン

パスなどの機会には､岩手県に加え､北海道や

愛知の高校の先生方にも工学部を見ていただく

ような努力も行っています｡

特に､博士後期課程では､日本人学生の進学

率は低く､一方では､国際競争下にある産業

では優れた人材が期待されることから､またオ

フショアの進展に伴い､ブリッジエンジニア

の育成も期待されており､優秀な留学生を確

保する努力も行っております｡現在､当学科

が担当する学術交流協定大学には､チュラロ

ンコン大学(タイ)､西北農林科技大学､新彊

大学(中国)､モンゴル国立大学､モンゴル科

学技術大学(モンゴル)､キルギス･マナス大

学(キルギス)などがあります｡また､本学は
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大連理工大学(いわゆる国家重点大学で､ 3万

人ほどの学生を擁しています)と大学間協定を

結んでおり､ UURR (University University &

Region Region)と呼ぶ､大学を介在させた日中

の地域間連携が進められております(写真1)｡

大連地区は､上海､北京とともに産業の発展の

著しいところで､昼間人口約60万人の大連経

済技術開発区があり､また広大な面積を持つソ

フトウエアパークの新設が相次いでおり､日本

企業の多くが進出しています(写真2)｡工業

界に向けた人材養成を目的とする当学科も､近

隣アジア諸国との関係の中で人材養成を考える

必要があると思います｡この夏には､学科の

教員を中心として､大連理工大学の電子情報学

院とソフトウエア学院との連携関係を深めるべ

く､まずは教貞同士の研究交流に出かける予定

です｡ (すでに出かけております｡ソフトウエ

ア学院は､入学走貞が800名であり､工学部の

約2倍の規模です!)今後は､工学部･工学研

究科として学生交流協定が結ばれる予定です｡

改革の残る課題として､以下のようなことが

挙げられます｡工学部･工学研究科全体として

は､特にロボットなどのシステム系の教育組織

の強化､電気電子情報系では組み込みシステム

などのコンピュータエンジニアリング分野の強

化が挙げられます｡また､少子化の対策として､

特に情報系では､女子の志願者としての開拓が

挙げられます｡さらに､大学だけでは解決が出

来ないことですが､ ｢日本は科学技術立国と言

いながら､日本の科学者･技術者は幸せでしょ

うか?｣工業界全体の課題として､重要な問題

と思われます｡

また､大学は心の豊かさの実現-の期待もか

けられており､本学の地域連携の大きな任務と

して､生涯学習事業にも取り組んでおります｡

いずれにせよ､大学は人材養成で地域貢献･社

会貢献を行うことが本分であり､それが最も期

待されていることだと思われます｡

以上､大学再編の背景とねらいについて､私

見を大幅に加えながら述べさせていただきまし

た｡電気電子情報科会の皆様にはますますのご

支援をお願い申し上げます｡

写真1.大連での産業交流･企業調査(2007年)
(左=全体会議､右: lT系分科会)

写真2. ｢旅順南路ソフトウェア産業帯｣構想
(大連ソフトウェアパーク第二期､総面積12平方キロ)
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一仙台支部からの寄稿一

幻の発会式と幻の会則

月日の過ぎるのは早いもので､科会もはや創

立68周年となった｡改めて科会の過ぎ去りし

思い出を辿りながら､将来に向かって､科会の

伸びゆく理想の姿を考察してみよう｡

科会は草刈先生のご指導で､工専第1回卒業

生が母校を巣立った後の昭和17年1月1日に

普通会員32名､特別会員5名で発足したので

す｡発会式は湯瀬ホテルで盛大に行う計画で資

金を積立てておったが､大東亜戦争の勃発で行

事は自粛し､積立金は陸海軍に寄付し､発会式

は幻と消え去ったのです｡しかし科会の理想実

現のためには､一致協力の連進あるのみでした｡

残念なことに学生は文部省通達で報国団(現行

部活劫)以外の団体の会員になるのは禁止され

ておったので､在校生は会員にできませんでし

た｡戦時中も科会の活動は途絶えることなく昭

和18年まで続けましたが､昭和19年からは遂

に活動が出来なくなりました｡

終戦の翌年､昭和21年9月に草刈先生は私

と久保田先生に科会の再建を命じられました｡

先生の下宿で3人で会則の改正案を審議し､ 9

月20日の在盛卒業生懇親会で慎重討議して改

正案を電気科会誌6号に発表し会貞の賛否を問

うたのです｡同誌にも記載されている通り反対

の意見がない時は原案の通り決定する事になっ

ていたので､反対者がなかったので､会則は原

案通り決定になった筈でした｡

しかしその後科会の活動が停滞し､私も昭和

23年4月釜石に転勤になり､科会業務に協力

できない状態となりました｡

かくして昭和21年12月科会再建の雑誌を発

行してから三年のブランク時代を経て昭和25

相談役　阿　部　源　祐(昭和16年卒専門1回)

年6月に第1回総会がようやく開催されたので

す｡この総会で既に決定されていた会則が議題

として提案され､修正のうえ可決されたようで

す｡ (私は釜石在住のため欠席)かくして再建

後決定した会則は幻の如くきえきったのです｡

しかしここに大きな問題を残したのです｡

草刈先生の創立当初からの希望であった卒業

生と在校生を統合した科会が発足したと思って

おったのに､第1回総会で決定された会則では

在校生は准会員に変更になったのです｡その理

由は分かりません｡もし在校生が正会員で､役

貝も選出されておったら科会の発展は現在と

違ったものになっていただろうと考えて今でも

残念です｡戦後再建してから第1回総会までの

3年間のブランクが､なぜおきたのか不思議で

なりません｡

最近科会の設立の理念を広く変更したらどう

かとゆう意見が聞かれるが､また早いような気

がします｡今科会に求められているのは活性化

であろうと思われます｡

そのためには①卒業生と在校生がともに正会

員として活動｡ ②特別会貞からの理事は母校出

身者にかぎらない｡ ③役貞会の開催数を多くす

る｡等により活性化をはかり､その後に支援な

どを考えないと､ ｢仏作って魂いれず｣になる

ような気がします｡

まとまらないことを書いたような気がします

が､草刈先生の念願であった在校生も正会員と

して登録して､科会の活性化と発展が出来ない

ものかと　模索しているこの頃です｡

(この原稿は電気科会創立50周年記念誌に発

表したエッセイを元にしています)
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一仙台支部からの寄稿-

｢人生是三相応｣ -生涯現役でありたい-

- 15-

私の生まれ昭和12年丑年､以来干支廻り6

回を経過してしまいました｡

定年後の[ライフスタイル]は-心身共に健

全でアグレッシブな意欲の維持が第一と･-定め

日々楽しく過ごしています｡その活動の一端を

紹介させていただきます｡

(彰健康維持増進

20年間､全日本マスターズ陸上競技連盟に

所属し､自主トレーニングメニュー･夏場はト

ラック中心(週2回)､冬場はスポーツセンター

でのウエイトトレーニング(週3回)､ロード

レース大会などに出場しながら体力の維持増進

にこころがけてきました｡

●各種陸上競技大会での記録

[自己最高記録]

loom 13秒10(H5/5) 200m 27秒37(HIO/7)

400m 63秒3(H9/9)　800m 2分29秒(H4/9)

走幅跳び5m11 (S50/ll)

全国レベルでの入賞記録ではマスターズ

300mハードル6位､走り幅跳び4位

全国スポーツリクリエーション大会(H15/9)

100m3位13秒49､ 200m3位27秒81

70代になって練習量､記録とも落ちてきて

おり､ 100m15秒､ 200m30秒を切ることが年1

回あればよい方です｡自己記録更新をハードル･

競歩競技にかけています｡ロードレースのほう

は､ 10km50分台､ハーフは1時間50分台を

第29回全日本マスターズ陸上競技選手権宮崎大会

小　原　左武生(昭和37年電気卒)

ウロチョロしています｡フルマラソンは35キ

ロ過ぎのペースダウンを克服しないと4時間切

るのが無理のようになってしまいました｡

④生涯学習指導者としての活動

平成9年10月宮城県教育庁生涯学習課｢生

涯学習指導者養成講座｣を受講し､毎年この受

講修了者を会員として受け入れ｢NPOみやぎ

生涯学習指導者･支援センター｣理事として､

この運営に携わっています｡

運営の主たるものは､東北大学7学部からの

年間6講座｢県民大学公開講座｣､当センター

主催の自主県民大学企画講座､一般県民を対象

としたフォーラムなど年1回行っております｡

③その他

地域活動として､町内会会長7年目に入り､

地域学区内の行事サポート､行政へのパイプ役

などを行っております｡

常々これらのライフスタイルを通して感じる

思いは､人それぞれの考えとライフスタイルを

もち､多様なキャリヤーを持ち合わせ自己主張

している人々をどう自分に受け止め折り合いを

つけて往(い)けばいいのかと- ･ ･｡

禅宗に観る人生｢三相応｣の理(コトワリ)

出会う､その人･その時･その処､この三面へ

の対応が個々の人生の深まりを形成していく根

幹をなすのであろう｡

スポレク滋賀2008　マスターズ陸上競技大会



一仙台支部からの寄稿一

技術士資格の取得への取り組みについて

1　はじめに

私は仙台市交通局に勤務しており､地下鉄車

両の設計管理者に就いております｡この業務を

行うためには技術士の資格が必要なため､平成

9年に電気電子部門を取得いたしました｡その

後平成19､ 20年に総合技術監理部門､機械部

門も取得しました｡技術士の概要と試験-の取

り組みを紹介させていただきます｡

2　技術士制度

技術士制度は｢科学技術に関する技術的専門

知識と高等な応用能力及び豊富な実務経験を有

し､公益を確保するため､高い倫理観を備えた

優れた技術者｣の育成を図るための国による技

術者の認定制度で電気電子､情報工学､建設な

ど21部門があり､現在約6万人の技術士がお

ります｡人数としては建設部門､機械､電気電

子の各部門で比較的多く､公共事業を行う建設

系(電気工事含む)の企業､コンサルタント会

社では必須の資格となっています｡技術士の英

文の名称はProfessional Engineerであり､米

国では業務上での強い権限を与えられていま

す｡このように実業界では高い評価を得ていま

す｡

3　試験の概要

1)第一次試験

共通､適性､基礎､専門の4科目があります

が､大学理系学部の卒業者は共通科目が免除さ

れます｡なお日本技術者教育認定機構(JABEE)

が認定した教育課程を修了した者は第一次試験

の合格者と同等とみなされます｡

合格率は概ね20%～40%となっています｡

2)第二次試験

大学卒業後､経験年数7年で受験でき､電気

系の場合該当する技術部門と選択科目の範囲は

次のとおりです｡
･電気電子

発送変配電､電気応用､電子応用､情報通信､

電気設備

田　代　良　二(昭和55年電気卒)

･情報工学

コンピュータ科学､コンピュータ工学､ソフ

トウェア工学､情報システム･データ工学､情

報ネットワーク

①筆記試験
･選択科目に関する問題

･技術部門全般の課題解決能力を問う問題

筆記試験に合格した者に対しては次のものが課

せられます｡

②技術的体験論文の提出(A 4版2枚程度)

(参口頭試問

合格率は電気電子部門で概ね15%～ 20%で

す｡

4　試験への取り組み

試験は第一次の専門科目に計算問題もあり大

学卒業直後の方が有利であるといえます｡

第二次試験は業務経験に基づいた試問が行わ

れますので､就職して7年の経験が最低必要(大

学院卒は5年)です｡自分自身が中心となって

行った研究､調査､設計など業務を複数こなし

ておくことも必要で､年齢的には概ね35歳過

ぎから受験するのがよいと思います｡実際受験

者は30代～40代が多く組織の中でも中堅クラ

スの人たちが受験しているようです｡試験自体

は平成15年から合格者の数を増やす方向にあ

り､以前よりやさしくなっています｡

5　おわりに

わが国では科学技術創造立国を大きな方針と

して掲げていますが､この基礎をなす人材とし

て､研究者としての博士とともに現場の実務者

としての技術士の両者が車の両輪のような関係

で技術の発展に寄与していくことが大いに期待

されています｡

今後テクノロジーは更にボーダーレス化して

いきますので､コンサルティング能力のある技

術者である技術士の活躍の場が拡大していくも

のと期待されます｡
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一仙台支部からの寄稿-

出会いを大切に

平成17年度電気電子工学科卒業の斉藤浩美

です｡私は仙台電波高専を卒業後､専門分野を

広げたいと思い岩手大学へ編入しました｡

振り返ってみると2年間と短い期間ではあり

ましたが､盛岡での生活は私にとってかけがな

のないものでした｡編入当初は､高専とは違う

座学中心に行われる授業､また､クラスの人数

の多さ､更に初めての1人暮らしなど大学生

活の環境に戸惑いを感じていました｡内気な性

格も反映し､なかなか新生活になじめない自分

に劣等感さえ覚えていました｡慣れない環境で

の生活の支えとなったのは､私が住んでいたア

パートの近くにあった高松の池でした｡不思議

なことに嫌なことがあっても池の周りを散歩す

ると気分が落ち着いたことを覚えています｡盛

岡の壮大な自然がわたしを包み込み､安らぎを

与えてくれたのだと思います｡ 3年からの編入

であったためサークル活動を行うのは大変かと

思い､大学の近くにあるマクドナルド4号線上

田店(かつてはタケダスポーツがあったと聞い

ています｡)でアルバイトをしていました｡ "お

客様一人一人にとっておきの時間を提供した

い"をモットーに最高のサービスとは何かを

考えながら働くことの楽しさ､またファスト

フードを提供するということで従業員の団結力

の大切さをマクドナルドで学ぶことができまし

た｡この経験は現在の仕事にも十分発揮されて

いると思います｡ 4年生になり藤原研究室への

所属を希望した私は､静電気除電のテーマに

ついて藤原先生から熱心な指導をいただきまし

た｡また､先生には進路相談にも親身にのって

いただき､ NECトーキン-入社することがで

きました｡ NECトーキンは導電性高分子材料､

マンガンスピネル材料､磁性材料､圧電材料な

斎　藤　浩　美(平成17年電気電子卒)

どの独自の材料技術をベースとした｢エネル

ギーデバイス｣､｢ネットワークデバイス｣､｢ファ

ンクショナルデバイス｣の3つの製品群で､ユ

ビキタス化が進む現代社会のさまざまなシーン

に､マーケットに､多彩なソリューションを提

案しています｡私は入社当初の3年間は宇都宮

で電池の保護回路基板の開発に携わりました｡

2009年からは仙台-異動し､チョークコイル

材料の造粒プロセス研究開発を主に行っていま

す｡これまでとは異なる分野の世界に飛び込ん

だため､知識の無い私は材料と格闘する日々を

送っています｡学生時代とは違い自分の自由に

なる時間が短いため､その中で勉強を行うこと

は大変ですが､効率良く時間を便おうと日々努

力しています｡このことは仕事だけではなく日

常生活においても活かされ､良い経験をしてい

るのだと思っています｡

今年の6月に初めて電気電子情報科会仙台支

部へ参加しました｡そのときの御縁で､以前か

ら興味を持っていた茶道を習い始めることがで

きました｡茶の稽古では｢伝統的な型をもって､

日々新たな心でのぞむ｣という心構えがありま

す｡先生の教えに従って初心を忘れることなく

稽古を積めば､やがて胸中に茶のこころの深遠

に思いをいたす日がおとずれるそうです｡その

こころを磨く稽古の一途にこそ､一服のお茶を

囲む豊かな楽しみをえることができるのでしょ

う｡茶道の世界は想像以上に奥深いものである

ことを知りました｡

岩手大学へ編入したことで､多くの人との出

会いがあり､色々なことを学ぶことが出来まし

た｡今後の人生においても多くの出会いや気づ

きを大切にし､成長していきたいと切望してい

ます｡
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細川元会長を偲んで

弔　　辞

謹んで｢岩手大学電気電子情報科会｣相談役元会長故細川哲男様の御霊前にお礼とお別れの言葉を申し上げます｡

先週金曜日の午後メールを開いた私は細川さんがお亡くなりになったとの文面に大変驚いてしまいました｡たった

1週間前の13日に､会の理事会を工学部で行った際もお元気でご出席頂いておりましたので信じることが出来ません

でした｡奥様を始めご家族の皆様の驚きと突然の悲しみは察するに余りあります｡

細川さんは､岩手大学工学部の前身である盛岡工業専門学校を戦後の混乱が続く昭和24年3月にご卒業になって

当時の日本電信電話公社現在のNTTに奉職され､以来日本の通信事業の再建と発展にご活躍なさいました｡東京､

仙台など全国各地でご勤務のあと岩手でご勤務なさるようになると母校岩手大学工学部電気系工学科の同窓会である

｢電気科会｣の活動を熱心に支援して下さいました｡昭和60年からは会の理事としてご活躍され､平成4年10月には

｢電気科会創立50周年記念誌｣の編集委員長として350ページ余りに及ぶ大作を編さんされました｡この記念誌は電

気科会の誇る記念誌となっております｡そして平成8年には､佐々木活会長の後をうけて会長にご就任されました｡

平成4年､岩手大学工学部では大学院博士課程の設置を目指し大きな改組が行われましたがそれにより電気工学科､

電子工学科､情報工学科という電気系3学科も学科の分離統合再編が行われ､講義内容の大幅変更などが生じたこと

から､構成会員の範囲や会の名称などがしばしば問題となっていました｡細川会長は､これまで｢岩手大学電気科会｣

と称していた会の名称をどうするかということも含め｢科会のあり方検討委貞会を｣設置し､幾度となく行われた話

し合いの結果を次の大田原会長に引き継がれました｡その結果としてまもなく名称を｢岩手大学電気電子情報科会｣

とし会貞には情報工学科の卒業生も加わるということが正式に決まり､長い間の懸案事項が解決して新しい時代の同

窓会として発展するもととなりました｡

会長を退かれた細川さんは今度は大田原会長のもとで設置された｢電気電子情報科会運営検討委員会｣の委員長と

して会の財政再建計画や運営の改革にも力を注がれました｡

更に細川さんは恩師で工学部の前身盛岡高等工業学校創設当初からの電気科科長で工学部長もお努めになられた故

草刈遜先生の｢ご生誕100年記念事業｣の際も募金寄付者の免税手続きで盛岡税務署や仙台国税局と何度も折衝を重

ねたくさんの寄付金が集まるよう頑張っておられたことを思い出します｡

昭和17年1月1日に工学部の前身である盛岡高等工業学校電気科第1回卒業生32名と特別会員5名で発足した電

気科会は､以来67年を経過し現在会員5000名を数える大きな会となりましたがここに至るまでには様々な困難を乗

り越えてきました｡その中で細川さんのご功績は非常に大きく会員一同深く感謝しているところです｡まだまだご指

導をいただけると思っていた矢先､大変残念でなりません｡細川さんの同窓会にかける情熱を受け継ぎ発展させてゆ

く覚悟です｡いつまでも見守って下さるようお願いいたします｡

ここに会を代表してお礼を申し上げ､ご冥福をお祈りいたします｡

平成21年6月23日

岩手大学電気電子情報科会会長　　相　葉　安兵衛
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細川君を偲ぶ

昭和21年5月31日は我々工専八回生の入学

式の日である｡黒沢尻中学(現岩手県立黒沢尻

北高)出身の細川哲男君と初めて知り合ったの

もその日であった｡爾来60有余年の長い付き

合いだった｡この間の君の友情に心から感謝し

ている｡思えば工尊の3年間は戦後の混乱期で

食糧難と物が無い時代だったが､新しい変化の

息吹と解放感に満ちた時代でもあった｡そんな

学生時代を過したことが我がクラスの連帯感を

強くしているのかも知れない｡ノミの多い教室

での講義､水抵抗を使った実験､一関の水害の

救援活動､ドプロク作りから始まるコンパなど

今では考えられないことだらけだが､それでも

あの3年間は懐かしいし楽しかった｡

学生時代の細川君は目立つ方ではないが真

面目で人付き合いがよく誰からも好かれる円

満な人柄だった｡勉強だけでなく映画や演劇

関係のサークルに入って活動したが､野球部

にも所属するスポーツマンでもあったo学業成

績優秀な彼は(誰かが云っていた卒業時トッ

プだったと-) NTTに就職し社会人としても

立派な仕事をしたが､地元に戻って来てから

クラスの幹事役を引き受けてくれ､いろいろ

級友の面倒を見てくれた｡何事にも赦密な計

画を立て､得意のパソコンで詳しい資料を作

り､こまめに連絡を取ってくれた｡昭和59年

の卒業35周年記念のクラス会から毎年続いて

来たのは偏えに細川君の尽力のお蔭であり同

級生一同いつも心から君に感謝していた｡ま

た､卒業50周年の平成11年には同級生の記録

と思い出をまとめて｢賛歌50年｣を作ったが､

これを作るに当っても故曽根君と君の協力が

あってこそ出来たもので､本当にいい思い出を

作ってくれて有難く思っている｡

そろそろ年齢だからいつまでクラス会をやる

かという話題になった時､卒業60周年の今年

までは頑張ろうというのが君の念願だったの

に､その日を迎えることなく急逝し､さぞかし

無念だったと思う｡君の思いに応えるべく11

太　田　圭　一(昭和24年卒専門8回)

月12日に卒業60周年記念のクラス会を無事や

ることが出来た｡奇しくも前回別れる時に生き

ていたら来年また会おうと言葉を交わした仲間

から君だけが欠けてしまい､お酒が入って少し

トーンの上がった君の明るい声が聞かれなかっ

たのがとても残念で寂しかった｡それでもまた

来年も集まろうということになったので君の後

を継いで頑張りたいと思っている｡

君とは家が近いので最近は拙宅でクラス会の

相談をするのが恒例になっていたが､ほとんど

君がやってくれるので私はただ手伝いをするだ

けでよかったのに､今回幹事をやってみて今ま

での君の苦労がよく判った｡打合せが済むと世

相や社会問題､家族のことやお互いの健康のこ

となどなんでも語り合う仲だったが､私にとっ

てはそれよりもパソコンのことがなんでも聞け

る先生であった｡パソコンにストライキを起さ

れると電話で尋ね､それでも駄目だと家まで見

に来てもらったことも何度かあった｡君が亡く

なった時､真っ先に思ったのは『困った､これ

から誰に聞けばいいだろう』と云うことだっ

た｡調子が悪くなるたび君の有難みを痛感して

いる｡

まだいろいろ記したいこともあるが､我々が

学生時代に作った文芸誌｢若草｣に載っていた

君の俳句を紹介してこの文を終えたい｡

｢青空に描きし円弧ホームラン｣ T･H生

最後に改めて細川哲男君のご冥福を心から祈

太田圭一(左)と　故細川哲男君(右)
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細川さんのご逝去を悼む

円満で穏やかなお人柄の細川さん､卒業年次

を問わず同窓生の皆さんから信頼され､愛され

ていた細川さんは平成21年6月19日忽然と旅

立たれました｡同日､細川さんのご逝去を知ら

せるメールには驚き､到底信じることが出来ま

せんでした｡僅か6日前の6月13日､午前は

岩手大学電気電子情報科会理事会があり､午後

は岩手大学創立60周年記念行事があって元気

なお姿に接したばかりでしたから､信じられる

道理がありません｡でもそれは事実でした｡そ

して6月23日のご葬儀､幽明境を異にされま

した｡

細川さんは同窓会活動､特に電気科会活動に

献身的にご尽力され､総会は勿論のこと､役員

会､理事会も殆ど欠かさずに出席しておられ､

貴重なご意見を頂きました｡公私共に思い出は

尽きませんが､科会に残された二つの業績のみ

に絞って思いを新たにしておきます｡

平成8年6月の定期総会で会長に推挙され､

翌平成9年｢電気科会あり方等検討委員会(香

員長:山崎時男氏)｣を立ち上げられました｡

その中の重要課題の一つ､ ｢岩手大学電気科会｣

の名称を､時代の推移に合せて変更する難問題

に取り組まれて｢岩手大学電気電子情報科会｣

に改称する基礎を作られました(平成11年6

月定期総会で名称変更を正式決定)｡電気工学

科が電子工学科を産み(昭和41年4月)､この

2学科を基礎として情報工学科を産んだ(昭和

50年4月)歴史的事実があります｡その後電

気工学科と電子工学科が統合改組されて電気電

子工学科となり､情報工学科は情報システム工

学科と称する改組がありましたが､平成21年

4月電気電子工学科と情報システム工学科が統

合改組されて電気電子情報システム工学科とし

て新しい教育体制となりました｡科会の名称を

変更してから丁度10年を経た平成21年､同窓

大田原　功(昭和30年電気卒)

会の名称と母体の学科名が明白に調和したこと

に､改めて細川先輩の洞察の深さに思いを馳せ

ております｡

平成14年に実施された草刈遜先生ご生誕

100年記念行事に際しては､記念事業実行委員

会募金委貞長としてご尽力されました｡特に､

免税措置実現のために､再三再四盛岡税務署と

仙台国税局に足を運ばれて､免税を実現させた

ことは記念事業成功の鍵でありました｡記念事

業の成果として､専門第1回卒､佐藤利三郎先

生の個人寄贈による草刈先生の胸像が工学部正

面玄関を飾り､平成15年度卒業生から学部卒

業生に授与されている草刈賞が､後輩の学生生

活に大きな刺激を与えております｡平成14年

10月､仙台市で行われた故草刈先生の追悼法

要に100余名の同窓生が参加して先生を偲びま

した｡

平成21年6月1日母校岩手大学創立60周年

を期して創設された岩手大学同窓会連合(四学

部同窓会と大学当局を会員とする協議機関)の

設立に関しても貴重なご意見を賜りましてあり

がとうございました｡同窓会連合の設立によっ

て､四学部同窓会が学内における市民権を得た

ことにもなり､その意義は大きいと思っており

ます｡今後の同窓会活動は､全学的見地も視野

に入れつつ活性化することになるでしょう｡

同窓会のあるべき姿を語り合い､時には私の

下手なゴルフにお付き合いを頂くなど､年代の

近い先輩としてご親交頂きました｡車を運転し

ない細川さんを時折お宅までお送りしながらの

意見交換もありました｡あれもこれも今は思い

出でとしながら､日常の中に生かして参りたい

と思っております｡

科会-の業績を称え､個人的な親交を謝して

ご冥福を祈ります｡
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小津元会長を偲んで

弔　　辞

謹んで｢岩手大学電気電子情報科会｣相談役元会長故小津甚一郎様の御霊前にお礼とお別れの言葉を申し上げますo

昨日､日曜日の3時ころ小津さんがお亡くなりになったとのお電話を先輩の相馬重信さんからいただき大変驚いて
しまいました｡今年の3月に工学部電気電子工学科と情報システム工学科の新卒業生を同窓会に歓迎する会にはお元
気でご出席なされておりましたので､俄かに信じることが出来ませんでした｡ご家族の皆様の悲しみは察するに余り
あります｡

小樽さんは､岩手大学工学部の前身である盛岡高等工業学校第3回生として昭和18年9月にご卒業になりました｡
3年の学業期間を6カ月繰り上げての卒業式ですので太平洋戦争がいかに逼迫していたのか想像されますo当時の電

気科科長草刈遜先生のお計らいで日本発送電株式会社に就職が決まっていたものの､すぐに海軍飛行予備学生として
招集され戦闘機隊員として九州･沖縄方面に転戦されたとうかがっております｡終戦復貞後は現在の東北電力株式会
社において盛岡､青森､仙台などで長年ご勤務され､東北地方の電気エネルギーの安定供給に多大なご貢献をなされ
ました｡

｢岩手大学電気電子情報科会｣は現在の岩手大学工学部電気系工学科の同窓会で､初代会長は科長の草刈先生､そ
の後は第1回卒業生の阿部源祐さんでした｡信望の厚い小揮さんは阿部さんの後任として昭和30年6月推されて3

代目の会長にご就任されました｡母校愛が強く同窓会活動に熱心な小棒さんは､戦後の混乱の影響がまだ残っている
時期に会員同士の連携を強め､お互いの繁栄を図り､母校の発展にご尽力なされました｡特に大学として貴重な財産
である学術図書4000冊を東北大学から岩手大学に移管するにあたり､その費用を電気の同窓会で負担することを決
めて実現させ､その後の電気関係学科の研究に大きく貢献なさいました｡また工学部全体の同窓会卜祐会｣との関

係について各学科の同窓会をベースとした学部の同窓会という構想をお考えでした｡今日の｢-祐会｣あるいは今年
発足した｢岩手大学同窓会連合｣を考えるとき小津さんがお考えになっておられた同窓会組織が実現されているよう
に思え､小揮さんの先見の明に感服する次第です｡

会長を退かれても小津さんは｢科会｣の活動を熱心に支援して下さいました｡相談役として理事会始め各種行事に
は率先してご出席くださり貴重なご意見ご提案をいただきました｡特に新しい卒業生を会員として迎える新入会員歓

迎会では若い諸君に貴重な人生訓を熱心にお話になられ感銘を与えてくださいました｡また新しい交通手段として飛

行艇というユニークな手段をご提案になり､少年のような若々しさで情熱的にお話し下さったお姿が浮かんで参りま
す｡

小揮さんはしばらく前から何度となく大病に見舞われながらも､それを克服して私たちに大変な勇気と希望を与え
てくださいました｡

昭和17年1月1日に工学部の前身である盛岡高等工業学校電気科第1回卒業生32名と特別会貞5名で発足した｢電
気科会｣は､間もなく68年になろうとしていますが､現在会員5000名を数える大きな会となりました｡ここに至る

までには様々な困難を乗り越えてきましたが､その中で小棒さんのご功績は非常に大きく会員一同深く感謝している
ところです｡まだまだご指導をいただけると思っておりましたのに大変残念でなりません｡小棒さんの同窓会にかけ

る情熱を受け継ぎ発展させてゆく覚悟です｡いつまでも見守って下さるようお願いいたします｡
ここに会を代表してお礼を申し上げ､ご冥福をお祈りいたします｡

平成21年12月28日

岩手大学電気電子情報科会会長　柏　葉　安兵衛
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百足先生を偲んで

大正14年9月　　東京都で生誕

昭和20年3月　仙台育英中学校卒業

20年5月　　陸軍入隊

20年8月　　シベリヤに抑留

23年12月　　シベリヤから復員

25年10月　新制大学人学資格認定試験合格

26年4月　　東北大学第二教養部(工学部)入学

30年3月　　東北大学工学部電気工学科卒業

30年4月　　日新電気株式会社入社

30年1 0月　　結婚

38年5月　電気学会より電気学術振興賞(進歩賞)受賞

39年6月　　日新電気株式会社退社

39年7月　岩手大学工学部電気工学科助教授

平成3年3月　　岩手大学定年退官
20年5月7日　逝去

百足恒彦先生を偲んで

百足恒彦先生には平成20年5月7日逝去さ

れました｡敬愛する先生に薫陶を受けた私達に

とって痛恨の極みです｡

ご遺族のお話では､先生には数年前から時々

結石で痛みがあり､近くの医院に行ったり少し

すると自然に治まったりしていたようです｡奥

様のお世話を好くし､亡くなられる2か月前ま

で大好きだったスキーを楽しんでおられたとの

ことです｡ 4月4日に入院されたときも結石だ

けと思っていたのが､医師から｢肺機能も低下

しているようなので､少し落ち着いたら検査を

しましょう｣と言われていたとのことでした｡

同年4月2日だったと思いますが､盛岡市内

の眼科クリニックでお会いし､ご挨拶申し上げ

たのが最後のお別れになってしまいました｡診
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久保田　賢　二(昭和42年電気卒)

寮が終わって椅子に腰掛けて支払い順番を待っ

ていたところ､受付の方が｢百足恒彦さん｣と

呼んでいる声が聞こえ､はっとして見渡したと

ころ､まさに先生が奥の方のソファーから立ち

上がったのでした｡先生も診察を終えて会計の

順番を待っていたのでした｡先生が支払いを

終えてからご挨拶申し上げ､少しの時間お話を

伺ったのですが､そのとき｢免許証の更新に行っ

たら視力がすごく落ちていたんですよ｡更新は

出来たんだけど､来月白内障の手術をすること

になりました｣と仰っていて､また｢運動のた

めに歩いているんだけど､この頃こんな小さな

小学生がどんどん追い越して行くんですよ｡い

やになってしまう-･｣と言いながら開いた右

手をご自分の胸近くの高さで水平に振っていた



様子が思い出されます｡そして少し前までの先

生は､散歩のとき追いつき追い抜きこそすれ､

追い越されることはなかったのだろうと､あら

ためて小柄な先生がいつも早足で歩いておら

れた姿が思い出されます｡また､急に｢あなた

には本当にお世話になりました｣と仰しゃって

頭を下げられたのにはびっくりしました｡ ｢歩

いて帰ります｡それでは-･｣と言って小さな

リュックを背に玄関を出て行かれました｡私も

終わって職場に帰る途中､高松交差点で向かい

側の歩道を小さなリュックを背に右折してご自

宅へと帰って行く先生の後姿を遠目にしたのが

最後となってしまいました｡

先生は終戦3ケ月前の昭和20年5月に陸軍

入隊､同年8月から3年間以上もシベリヤに抑

留され､復員後制度化されて間もない大検に合

格､翌年東北大学に入学して､ 30年3月同工

学部電気工学科卒業､同年4月に日進電気株式

会社に入社されました｡

日新電機では主として電力系統に関する応用

計測の研究に従事されていたとお聞きしており

ます｡昭和38年5月に｢コロナ損失測定装置｣

の研究開発の功績によって電気学会より電気学

術振興賞(進歩賞)を授与されました｡

昭和39年6月に日新電気を退社されて､同年

7月岩手大学に助教授として赴任されました｡

岩手大学では電気工学科の､赴任された当時は

Aコースと呼ばれていた電力発生分配コース､

講座制になってからは電力工学講座に長らく所

属されて､私達15回生は｢送電及び配電｣の

講義を受けました｡難解なところは板書してわ

かり易く丁寧に解説して下さり､厳しくも優し

いお人柄と併せて大変好評のご講義でした｡

先生は多分野に精通しておられ､ご研究も電
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力系統に関する応用計測のみならず､電子回

路､音響等々幅広いものでした｡電気の分野だ

けでなく機械に関しても造詣が深く､調子の悪

くなった辛のエンジンを分解し､部品を補修し

たり交換したりして､組立て直して復旧したと

いうお話や､そしてまた音響マニアでご自宅に

は防振機能を持たせたプレーヤ台を設置したと

いうお話を伺ったような気がします｡会貞の皆

さんの中には､先生のお宅で音楽を聴かせてい

ただきながら､日を輝かせての先生の音楽談義

をお聞きになった方が多数おられることと思い

ます｡

先生は昭和53年4月に電気通信工学講座に

移られ､直属の部下としてお仕えする立場にな

りました｡最初の数年間は事情により､また先

生のご希望もあって講座として一緒の活動はし

ませんでした｡昭和57年､当時学科及び電気

系の主任教授であられた志田純一先生のお計ら

いで､学生の居室を講座として一緒にし､以降

先生のご退官まで9年間､公私共に大変お世話

を戴きました｡毎年夏に学生を引率しての気仙

沼大島､男鹿半島､猪苗代湖等へ講座の合宿研

修旅行をし､冬にはスキー､初夏に姫神山に登っ

たこともありました｡楽しい思い出で一杯です｡

先生ご自身思いもしなかったことでありま

しょう僅か1ケ月の入院生活で百足先生には永

遠に帰らぬ人となってしまわれました｡寂しい

限りでありますが､今は先生のご冥福をお祈り

申し上げるばかりです｡どうぞ安らかにお眠り

下さい｡

最後に､御奥様始めご遺族皆様のご健勝とご

発展を念じ､そして本会会貞皆様のご活躍を祈

り申し上げ､筆を描きます｡



一草刈賞- 苧XIJ賀副貫新設を決定!

平成31年度以降の草刈賞継続を決定
草刈賞充実のためのご寄付を歓迎

平成21年度総会(平成21年6月27日開催)において､冒頭に掲げた草刈賞運用方針を決定致しまし

た｡即ち､

1.草刈賞副賞新設を決定:草刈賞として､賞状と草刈先生の胸像を模したメダルを贈呈しておりま

したが､平成21年度以降の受賞者に副賞として｢記念品｣を贈呈することに致しました｡平成21年

度は置時計の予定です｡

2.平成31年度以降の草刈賞継続を決定:草刈賞授与の予定期間は平成16年度から約10年間でした○

佐藤淳先生のご寄付等によって当初計画が延長出来ておりますが､平成30年度で原資が無くなりま

す｡この件について鋭意検討を重ねた結果､後輩学生が｢充実した学生生活｣に取り組む動機付け

となる可能性が大きいと判断し､経常費の積み立てによる平成31年度から40年度までの継続を決定

致しました｡

3.草刈賞充実のためのご寄付を歓迎:経常費が科会基金を取り崩している現状での草刈賞継続決定

を支えるために､会貞各位の年会費納入を切にお願い致します｡更に､自発的なご寄付を歓迎致し

ます｡ご寄附分は経常費積立額を縮減する予定です｡

草刈賞基金として国庫に直接納付した場合には免税対象となります｡

◎以上の3項目決定に当って､平成20年度総会において新設された草刈賞委員会が提案し､これを理

事会が慎重審議の上修正を加えて21年度総会に提案した案件であります｡以下に詳細な運用計画を

掲載致しました｡ご一読頂いて､各位のご理解と積極的なご協力をお願い申し上げる次第です｡

Ⅰ.平成20年度末(草刈賞6年経過) ､基金残987,950円､メダル残37個､表彰状残75枚｡

Ⅱ.草刈賞副賞の新設(平成21年度～平成23年度の計画) ;従前通り2学科から3名ずつの推薦とする｡

副賞として1万円を計上し､ ｢平成〇〇年度草刈賞副賞｣と銘記した置時計(等)を授与する｡
･筆耕料1,050円×18名- 18,900円

･副賞　10,000円×18名-180,000円

･平成23年度末(草刈賞9年経過) :基金残789,050円､メダル残19個､表彰状残57枚

Ⅲ.草刈箕副賞の継続(平成24年度～30年度) ;平成21年4月の改組により､平成24年度卒業生から

電気電子･情報システム工学科(定員120名) 1学科のみの卒業生となることから､ 1学科5名程度の

推薦(2コース2名づつ+1名)とし､ ｢Ⅱ｣と同様の副賞を贈る｡

･筆耕料1,050円×35名- 36,750円

･副賞　10,000円×35名-350,000円

･メダル鋳造料10,000円×40個- 400,000円

☆平成30年度末資金等の残存状況:資金2,300円､メダル24個､表彰状22枚

Ⅳ.平成31年度以降は経常費予算に積み立てて草刈賞を継続する(当面､平成40年度までの10年間) ;

積立期間は平成22年度から同36年度までとして､適時大学に草刈賞基金として寄付する｡

(必要経費と毎年度当たりの予算額)

メダル　50-24-26 - 30個× 10,000円-300,000円①､副賞10,000円×50人- 500,000円②

表彰状　50-22-28 - 35枚× 7,000円-245,000円③､筆耕料等の雑経費50,000円④

以上10年分の必要経費　①～④の合計1,095,000円/15年(73,000円/午)
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以上



第6回(平成20年度)草刈賞受賞者

≪電気電子工学科≫

電気電子工学科　　井　関　　肇

4月1日｡私は東北電力

に入社して､社会人として

の新たな一歩を踏み出しま

した｡会社に勤めだして､

新しい土地や寮での共同生

活など大学生の時とは生活

がうって変わりました｡仕

事はわからないことだらけ

で大変ですが､お客さまに電気を届ける使命感

と仕事を完成させたときの達成感を感じて日々

頑張っています｡

今､こうして充実した毎日を送れているのも､

大学生のときに自らの経験から学んだことが活

きているからだと感じます｡小さい時からか

けっこが得意だった私は､中学生のときに陸上

競技を始め､大学でも走ることを続けて､マラ

ソン大会や駅伝大会に出場してきました｡大会

≪情報システム工学科≫

情報システム工学科　　本　木　友　理

岩手大学を卒業してか

ら､そして草刈賞を受賞し

てから早1年が経とうとし

ております｡草刈賞に選ば

れたことは4年間の活動を

認めていただけたというこ

とで､嬉しさと同時に大変

光栄なことと感じておりま

す｡

私の受賞理由の一つであるサークル活動で

は､ GHK岩大放送研究部に所属し､構内ラジ

オやコミュニティFMでの番組制作に携わり

ました｡番組内容の一つとして､様々な分野で

活躍する学生をゲストにお呼びしインタビュー

することもありました｡私にとって未知の分野

の方々にお話を伺うことは､自らの視野を広げ

る良い機会となり貴重な経験となりました｡ま
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に向けて毎日30km以上走りこんで練習を積み､

徐々に少しずつ速く走れるようになってきまし

た｡そして大学最後のレースで盛岡市の代表と

して駅伝を走ることができ､入賞することがで

きました｡こういった結果を残すことができた

のも､毎日､欠かさず練習してきたからだと思

います｡ "継続は力なり"とは正にその通り

で､マラソンを通して毎日の積み重ねの大切さ

を学びました｡

積み重ねの大切さは､マラソンに限ったこと

ではなく仕事や普段の私生活にも通じることだ

と思います｡不器用で仕事を覚えるのが遅い私

ですが､何事にも根気強く取り組むことで仕事

も徐々に覚えていき､今では仕事にやりがいを

感じています｡毎日の積み重ねの大切さを忘れ

ずに､これからも仕事も趣味のマラソンもがん

ばっていきたいです｡

た､ラジオのパーソナリティとして人の話を

聴き､自分の感想を述べるということは仕事を

する上でも重要なことです｡活動を通してこれ

らを身に付けることができたことは､今の私に

とって大きな自信に繋がっています｡

また､学友会中央委員会では主にサークル活

動の支援をしており､その中でも私は会計部長

として金銭面でのサポートをしていました｡大

金を扱う故､責任を感じる場面も多々ありま

したが､各サークルに対する活動援助金の配当

が完了したときの達成感は今でも忘れられませ

ん｡

現在はインフラ系のIT企業に就職し､業務

に励んでおります｡まだ分からないことばかり

で苦戦する毎日ですが､大学時代の経験を活か

し1日でも早く一人前のSEとなれるよう努力

していく所存です｡



情報システム工学科　吉　田　亮　太

この度は草刈賞という名

誉ある賞を頂き､とてもう

れしく思います｡

私が草刈賞を受賞するこ

とができたのは､ ETロボ

コンへ参加したことを評価

されたからです｡ ETロボ

コンは､レゴ社のマイン

ドストームというロボットにプログラミングを

し､コース上を走行させてタイムを競います｡

ここで競うのはタイムだけでなく､ソフトウェ

アの設計図の出来も競います｡設計にはモデリ

ング言語のUMLといものを利用します｡現在

の組み込み系開発では､設計段階でどれだけ品

質の高いものができるかが重要です｡品質のい

いソフトとはバグの少ないソフトといっても過

言ではありません｡正確でわかりやすい設計図

を作る事が高品質なソフトを作るために重要で

あることをこのロボコンで痛いほど味わいまし

た｡結果として走行部門では3位を取る事がで

き､大学生活に花を添えることができました｡

ETロボコンでの経験は､現在就職した会社

で特に重要な知識として役にたっています｡ま

だまだ現場でモデノング言語を直接使うことは

ありませんが､将来的にはC言語と併用､置

き換わる形で使われていくと思います｡今後も

自分で理解を深め､より品質のよいものを作っ

ていけたらいいな､と思います｡

最後に研究室で迷惑ばかりかけ､お世話に

なった西谷先生と平山先生に心からお礼を申し

上げます｡また､ ETロボコンでご指導いただ

いた佐藤先生､佐藤研の佐藤先輩にもこの場を

借りてお礼申し上げます｡

草刈メダルと賞状

これと同じメダルを記念にほしいという会員の希望により 

用意しました○1個6,000円(通し番号なし､賞状なし)○ 

購入希望の方は事務局まで 
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《支部だより》

平成21年度東京支部報告

東京支部長　揮　藤　隆　一(昭和47年電気卒)

2007年のサブプライムローン破綻から2008

年のリーマンショックを経て､ 2009年は世界

同時不況となって､東京支部会員にも様々な影

響が出ました｡現役世代は失職したり転勤した

り､概ね良い話は残念ながら聞かれませんでし

た｡あまりに厳しい経済環境下､予定していた

東京支部大会は時機を逸してしまいました｡他

の活動はホームページに一覧表で詳しく載せ

ております｡金属物性科会やきたかみ会(餐

源･土木)､東機会(機械)総会の内容も掲載

して､言わば-祐会東京支部広報的役割を果た

しております｡インターネット検索エンジンで

IUEEITOKYOと入力しますと出てきます｡

同窓会の存在意義としては､会員の皆様に情

報を提供し､会員相互の交流や扶助､親睦を図

り､大学を支援することであると考えます｡そ

のため岩手大学が行う｢新技術説明会｣や｢産

学官連携交流会｣にも積極的に参加すべく会貞

各位にメールを送りました｡またいわてネット

ワークシステム(INS)の行事へも会員参加を呼

び掛けております｡ -祐会傘下の他会との交流

や､岩手県､盛岡市東京事務所との協力体制も

構築してきました｡ 1月早々の岩手大学･科学

技術振興機構共催の新技術説明会では､講演者

であった科会会長の相葉先生を囲んで懇親会も

行いました｡支部主催行事では､熟年世代を主

ターゲットに環境にやさしい暮しを実践してい

る吉岡正修様(S37卒)のセミナーを5月に大

井町駅前の｢きゅりあん｣で行いました｡きた

かみ会の千葉さんも参加してくれました｡ 6月

の岩手大学関学60周年記念式典､祝賀会､記

念講演会､展示会､ホームカミングデーにも

参加を呼び掛けました｡今年は本部総会が仙台

で開かれ､揮藤支部長､柴田､狩野両副支部長

が参加しました｡平成21年は大学やINS行事

9件､科会本部行事5件､支部活動3件､ -祐

5月13日セミナー講師の吉岡さん(左)と漂藤支部長

会関係3件､岩手県や盛岡市関係の行事参加や

会員への案内を12件行いました｡金属物性科

会ときたかみ会の総会に来賓参加し､東京もり

おかふるさと会で在京の多くの同窓会との交流

を深めました｡盛岡市と岩手大学との産学官連

携のMIUサボ一夕としても活動しました｡岩

手大学での3月の新会員歓迎会には狩野副支部

長､ 5月の-祐会総会には柴田副支部長を派遣

しました｡

特別なこととしては､ ｢在京盛岡広域産業入

会｣という組織を立ち上げることとなり､当支

部の活動が評価されたのか､揮藤に会長の役目

が回ってきました｡産業人と言うと現役で且つ

ある程度の肩書きがある人というイメージがあ

るようですが､そんなことはないと広報して百

数十名の方が集まってくれました｡ -祐会関係

の方も結構集まってくれました｡盛岡広域8市

町村への貢献が目的のため､岩手大学がバック

アップしており､ 11月の設立総会の記念講演

は藤井克己学長が来て下さいました｡今後当支

部会員の皆様がより多く参加して頂けるようお

願いします｡

平成22年も厳しい経済情勢が予想されます｡

支部大会はもちろん､セミナーや支部会員への

情報提供､懇親会など､当支部を支える元気な

ご高齢会員が楽しみに参加できる催し物を各種

企画しますので､どうぞご期待ください｡
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《支部だより》

平成21年度仙台支部報告

今年度の仙台支部総会は､平成21年6月27

日(土)本部総会に先立って開催されました｡

この総会で支部の会計年度の期間が6月1日か

ら翌年5月31日に変更されました｡

仙台支部では､平成18年度に本部の支部活

性化特別費の支給を受けてから､支部活性化事

業を展開しています｡その骨子は､①会員が4ケ

月に一度ぐらいの頻度で顔を合わせられるよ

う､ 10月､ 1月､ 4月に会員定例集会を開催す

ること､ ②長寿者を祝う会の開催です｡今年度

の定例集会の開催状況は､第7回(通算)は平

成21年1月17日(土)ハ-ネル仙台で新年会

としました｡また臨時例会として､平成21年

3月14日(土)昭和40年電気卒千葉浩克会員(表

千家教授千葉宗浄)のご好意で茶事(茶会)体

験会を開催しました｡第8回は平成21年4月

18日(土)に､お花見と長寿者を祝う会とか

ねて開催し､第9回は平成21年10月31日(土)

ハ-ネル仙台で｢技術士制度の概要と試験につ

仙台支部長　斎　藤　　健(昭和38年電気卒)

いて｣昭和55年電気卒の田代良二会員から講

演を頂きました｡

長寿者を祝う会は､専門2回卒～6回卒の会

員(31名の方が対象)に声掛けをし､ 3名の

方がご出席され､平成21年4月18日(土)ハ-

ネル仙台で開催しました｡これらの行事は22

年度以降も継続開催していく予定ですが､多く

の方々のご参加をお待ちしております｡

平成22年度の支部総会は平成22年6月26

日(土)ハ-ネル仙台で開催します｡

定例会員集会は原則､ 10月､ 1月､ 4月の

第4土曜日午後3時からハ-ネル仙台で開催す

ることとしています｡また､長寿者を祝う会

は4月の定例会員集会に併せて開催する予定で

す｡ (対象は専門7回生～傘寿を迎えられる方)

詳細が決まり次第東京支部ホームページ等でご

案内しますが､支部行事全般などに対する御

問い合わせは次のメールアドレスにお願いしま

す｡　　　　　　　　saitoken@siren.ocn.ne.jp

平成21年度　仙台支部長寿を祝う会
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平成21年4月18日
八一ネル仙台

前列左から3人目

池野九平会員　専門3

小島左京会員　専門5

砂子田葺会員　専門6



《支部だより》

平成21年度盛岡支部報告

盛岡支部長　旗　福　寛(昭和38年電気卒)

一昨年､盛岡支部長を引き受けましたが､わ

たくし喪中だったので今年度からすこしづつ活

動しようと思っています｡まず､支部の会員名

簿は､すでに前支部長の歳弘健さんが作成して

おられました｡歳弘さんのお話しでは盛岡と近

郊に居住する会員は名簿上では260名ほどいる

ことになっておりますが､若い方の中には学生

時代の住所のままであったり､高齢の方は療養

されておられたりで､お誘いしても反応のない

方が相当数あるということでした｡そのような

ことを念頭において私の初仕事として科会盛岡

支部の新年会を行いました｡

○日時:平成22年1月23日(i)

午後0時30分より

○会場:国保会館(盛岡市大沢川原3-7)

当日の午前中には科会本部の理事会がありま

したので､新年会にも相葉安兵衛会長､東京支

部長揮藤隆一さん､仙台から支部長斎藤健さん

と阿部源祐相談役が出席され総勢21名の参加

をいただきました｡本新年会では本部と共催し

て､平成21年3月に定年退職された道上修先生､

田山典男先生､久保田賢二先生の三先生をご招

待して慰労と感謝の意を表しました｡残念なが

ら田山先生は海外旅行中とのことで欠席でした

が相葉会長から両先生の御略歴の紹介があり花

束を贈呈いたしました｡乾杯は第1回生阿部源

祐相談役にお願いしました｡また､大田原相談

役からは岩手大学同窓会連合の会長として独立

行政法人となった大学の後方支援としての同窓

会の意義を強調されました｡中蹄は最も若い卒

業生ということで､探したら平成3年情報卒の

木村彰男先生(科会理事)でした｡もっともっ

と若い方々の参加が望まれるところです｡

前列左から
密藤(S38､仙台支部長)､漂藤(S47､東京支部長)､佐々木喜八郎(S28､相談役)､道上先生､柏葉(S38･会長)､久保田先生(S42)､

阿部源祐(S16､相談役)､太田原(S30､相談役)､山崎(S26､元会長)

後列左から
長田(S62､理事)､木村(H3､理事)､旗福(S38､支部長)､烏谷部(S56､副会長)､小野寺(S29､理事)､及川(S38､会計監査)､武田(S41)､

吉田(S41)､佐藤(S57)､杉本(S33)､南幅(S45､副会長)､柳橋(S45､理事)

花束を抱く道上先生と久保田先生
平成22年1月23日

園保会館
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平成21年度電気電子情報科会総会

平成21年度総会は､平成21年6月27日仕)､

仙台市ハ-ネル仙台において46人の出席で開

催されました｡

総会は本部盛岡で2年間行い､次は東京支部

で､また盛岡で2年､そして仙台支部でという

順番になっており､本年度は仙台での年でした｡

長田洋理事の司会で始まり､相葉安兵衛会長

のあいさつに続き､電気電子･情報システム工

学科長藤原民也教授と-祐会会長太田原功相談

役からお祝辞を頂戴しました｡

議長は､開催地の支部長という通例に従い､

斎藤健仙台支部長､書記に小原四郎幹事と木村

彰男理事が選任され､ほぼ原案通り承認､可決

されました｡

科会役員名簿について､直前の理事会にはお

元気な姿を見せていた元会長細川哲男相談役が

急逝されたことに驚きの声が上がりました｡

続いて科会副会長でもある千葉則茂教授によ

る｢電気系学科再編の背景とそのねらい｣の講

演は､電気系学科のおかれている現状を理解す

るための力となりました｡

その後の懇親会は､すべて仙台支部にお任せ

で､東京組も盛岡組も十分に楽しみ､交流を深

めることが出来ました｡

平成21年度岩手大学電気電子情報科会総会

平成21年6月27日　ハーネル仙台

年会費納入のお願い 

年会費につきましては､皆様のご協力をいただいて第-回目のお願いを終了しましたo 
一昨年からは卒業後10年に達した方にお願いの文書等を発送しておりますo 

しかし､平成11年以前卒の方で､納め忘れの方が大変多くいらっしゃいます○会の運 

営上､是非御協力の程お願い致しますo 

郵便局の振込用紙に卒業年.学科.住所.氏名.電話番号をご記入のうえ､ 

下記の口座に､よろしくお願いいたしますo 

振込先:岩手大学電気電子情報科会口座番号:02260-9-64561年会費:1万円 

(年会費は年1000円で10年分です) 
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平成21年度岩手大学電気電子情報科会総会議事録

日　時:平成21年6月27日(土)

15:00-15:45

場　所:ハ-ネル仙台

議　長:斎藤　健　仙台支部長

書　記:小原　四郎(仙台支部)､

木村　彰男(本部事務局)
･第1号議案､第2号議案

事務局より､平成20年度事業3件の報告(き

たかみ55号発行､正会員歓迎会開催､第6回

草刈賞選考)および平成20年度決算について､

資料に基づき説明があり､続いて及川会計監査

より監査報告が行われた｡特に異議なく､承認

された｡

･第3号議案､第4号議案

事務局より､平成21年度の事業計画案(き

たかみ56号発行､正会員歓迎会の開催､草刈

賞の選考と推進､会費検討委員会の設置)､お

よび平成21年度予算案について､資料に基づ

いて説明が行われた｡特に異議なく承認された｡

･第5号議案

平成21年度科会役員名簿について､事務局

より以下の内容について説明があった｡

_細川相談役が急逝されたため､名簿から削

除

一東京支部の幹事に寺井氏(新任)を追加

上記の変更点について､特に異議無く承認された○

･第6号議案

事務局より､会則(第2条)の改定案につい

て､以下の説明があった｡

一現行の第2条には､これまでの学科正式名

称がすべて羅列して記載されてあるが､工学

部改組の度に会則を改定する必要があり､手

続き的にも大変面倒である｡
_そこで､会則の記述は｢電気系工学科及び

大学院工学研究科電気系工学専攻｣という表

現に留め､今後､学科および専攻の名称等に

ついては申し合わせ事項の中で修正変更して

いく形にしたい｡

上記の案について､特に異議なく承認された｡
･その他議案

大田原相談役(草刈賞委員会委員長)より､

草刈賞に関する現状の報告､副賞の新設､継続

のための構想などについて､資料に基づき説明

があった｡

一現状では､平成30年度あたりで原資が枯渇

する懸念がある｡

- 31年度以降も継続するために､当面は経常

費を充当しつつ､きたかみ紙上で寄付を募る

等の広報活動を進めていきたい｡

上記の点について､特に異議なく承認された｡

以上

総会･講演会風景
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平成21年度電気電子情報科会役員名簿

(平成22年1月1日現在)

役職名 倩�kﾂ�卒業(卒回) 冩��Ykﾂ�氏名 ��(ｼb��(����

会長 ��ｩwH��[ｨ���S38(気11) �8ﾈｹ韈浦B�柴田隆昭 �33r斡3����

副会長 �>ﾉYﾙz�&｢�45(子1) 亅(饕�

副会長 ��ywI�Yl��50(気23) 亅(饕�飛世政和 鼎B斡3�r��

副会長 �+�$ｩYI$)u��56(情3) 坪ｫ(饕�山田均 鼎r斡3#���

理事 傅ﾉnﾈ鮖��^B�29(気2) 亅(饕�小林秀■雄 鼎r育�2��

理事 俐靫�"�33(気6) 亅(饕�秦.家宏 鉄"育�ｒ�

理事 �H�9{(躋�40(気13) 亅(饕�佐川徳光 鉄"育�ｒ�

理事 �68�)5I&｢�41(気14) 亅(饕�山内利明■ 鉄R斡3#ｒ�

琴事 凛x扞{H爾�61(情8) 俘ﾈ饕�菊地紀幸 田�育��r��

理事.事務局 冩hｻHﾔH���45(子1) 亅(饕�狩野利之 田�育��r��

理事.事務局 �+y69vﾒ�62(気35) 亅*H饕�加瀬貞二 宮手敏雄 買B育�#2��CB斡3�r��

理事.事務局 冦��ｨ�)&｢�H3(情13) ��x圷迚YB�

理事.盛岡支部長 弍浦���38(気11) 亅(饕�

理事.東京支部長 弍i:�{(爾�47(気20) 亅(饕�菊池政四 鼎r斡3#���

理事.仙台支部長 俤i:�ﾉ"�38(気11) 亅(饕�同一英夫 鼎ｈ����B��

会計監査 亶��ﾉ?��y��38(気11) 亅(饕�杉村洋一 鼎宙��R��

会計監査 亶i]ｹ68ﾊｹ?��42(気15) 亅(饕�池内達 鉄�育�b��

顧問 俚):���特 亅(饕�佐藤信 鉄r育��2��

顧問 倡Y68�8爾�特 亅(饕�佐藤文昭 鉄宙���R��

顧問 俚(�盈鞍�b�特 亅(饕�泉揮栄 田�竏���b��

相談役(元会長) �)YHﾋ冰2�16(専1) 亅(饕�高橋康浩 田"斡33R��

相談役(元会長) 俚):�ﾋ儖ﾂ�17(専2) 亅(饕�佐々木正嗣 小原四郎 田"育��ｒ�3r斡3����

相談役(元会長) 俘)m井���17(専2) ��Y�H迚YB�

相談役■(元会長) �ｩ69�飩｢�18(専3) 亅(饕�

相談役(元会長) �)YI+x爾�19(専4) 亅(饕�板揮正登 鼎r育�2��

相談役(元会長) ���68ﾋHﾏr�30(気3) 亅(饕�田代且二 鉄R斡3#ｒ�

相談役(元会長) 俚(�盈旭ﾉJｩ��28(気1) 亅(饕�ｫ(饕�佐藤雄一郎 柏葉安宏 買2斡33鋳�ヲ�6I6C"��
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平成21年度電気電子･情報システム工学科の構成員名簿
平成22年1月1日現在

電気電子工学コース 劍�饑�5h5�6X8�ﾔ逢x5(�ｸ5��

(コース長藤原民也教授) 剪�5(�ｸ5�+x��Gｹ�9�ﾈｻ8���

分野 ��Ykﾂ�氏名 兒ｩnﾂ�職名 倩�kﾂ�

電 仆8��馬場守* �5"�教授 ��Gｹ�9�ﾂ�

教授 �$ｨﾏｸﾔr�ン 仆8��西谷泰昭 
千 仆8��岡英夫 �,r�8b�准教授 凭冦��8ﾔｲ�

デ 偸仆8��西館数芽* �｢�uｲ�6ﾂ�准教授 ��69�ﾘ譴�

ノヾ 偸仆8��小林宏一郎 剄u師 兌ﾘ�(ｴﾘ謦�

イ ス 工 学 偸仆8��向川政治 �62�助教 �:�圸dﾉ���

助教 助教 乘�ﾄ鰻｢｢�69nﾈﾞ��韆��ｨ7H8ﾘ986X4(4�ﾝ驅��ｴ�Eﾈﾔ逢y�ｨﾕX����ト ワ _ー ク コ二 学 傚Xｻ2�佐藤信 

香 仆8��恒川佳隆 �&ﾒ�Eﾂ�教授 �6驗�ﾔh躋�
亀 チ 偸仆8��長田洋 �7�����教授 ��ﾈ�)�B�

シ 偸仆8��大坊真洋 兩����准教授 倅�h�y?��

ス 偸仆8��本間尚樹 佇"�准教授 ��)�姐b�

チ 傚Xｻ2�佐藤宏明 �98�ﾂ�5��講師 冦��ｨ�)&｢�

ム 工 学 劍6��8��ﾔ��ｧr�助教 �����

電 仆8��藤原民也 �8��教授 佰ｨ鯖uH謦�

気 仆8��山田弘 �6b�教授 ��ywI�Yl��

エ 偸仆8��高木浩一 �42�4��教授 俑�nﾈﾕx�2�

ネ 偸仆8��成田晋也 �5b�准教授 �:�gｹ(僣��

ル 傚Xｻ2�高橋和貴 �5��准教授 冖����ﾉnr�

ギ ー 劍6��8��助教 �(i$ｩ+ﾈ謦�

工 劍ﾔ��助教 侏IOﾈ4�5H7ﾒ�

学 劍ｧr�事務補佐員 佶ﾉ68-�*�.��

技術部 

工 ��Ykﾂ�氏名 ����職名 倩�kﾂ�
技術専門員 ��ywIl韵r�兀ｸｵｨ���+r�阿部英志. 

学 亰ｨ���ｩnY�X蹴�太田康治 从��技術専門員 �=��ｹ�ﾉ;���

系 亰ｨ���ｩnY�X蹴�萩原由香里 亰｢�技術専門職員 估�68ﾔyk��

技 節 亰ｨ���ｩnY�Y.R�庄司こずえ 偸��技術職員 �69:ｩ4��鬪ﾈ�(�ﾂ�

室 亰ｨ���ｩnY�X蹴�ｵｨ���ｩnY�X蹴�志田責 千葉寿 俯｢�技術職員 技術職員 ��ｨ�8轌[ﾒ�ｾ�nﾉ4韆ﾒ�
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平成21年　年表

電　　気　　系　　学　　科　　年　　表

2/18

2/19

2/13

2/17-18

2/20

2/24

2/25

2/27

3/1

3/2

3/3

3/10

大学入試センター試験

科会理事会打ち合わせ　大学工学部　会長･事務局3人

科会平成20年度第3回理事会･盛岡支部新年会　いわて国保会館　出席17人

20年度事業計画についてはか

平成20年度博士前期課程第2次入学者選抜試験.電気電子工学専攻6名合格,情報シ
ステム工学専攻8名合格

入学願書受付締軌　電気電子･情報システム工学科:前期2.2倍.後期9.6倍

平成20年度博士後期課程第2次入学者選抜試験.電子情報工学専攻2名合格

第6回草刈賞選考委員会　　岩手大学工学部会議室

《選考委員≫　電気電子工学科:岡英夫学科長､山田弘学生委員
情報システム工学科:千葉則茂学科長､鈴木正幸教務委員
電気電子情報科会:相葉安兵衛会長､太田原功相談役

情報システム工学専攻修士論文審査発表会

情報システム工学科卒業論文発表会

久保田賢二先生最終講義｢岩手大学での45年間と放送アンテナについて｣

電気電子工学専攻修士論文審査会

電子情報工学専攻博士論文審査会(情報システム工学講座分)

｢きたかみ｣編集委員会　会長･事務局3人

平成21年度個別学力検査前期日程.電気電子･情報システム工学科88名合格

田山典男先生最終講義｢モデル再構成に基づく産業用CTスキャン｣

｢きたかみ｣ 55号発行　5300部

電気電子工学科卒業研究発表会

道上修先生最終講義｢高性能機能性薄膜を実現するエピタキシャルスバッタ技術の

確立を目指して｣

科会新正会貞歓迎会　岩手大学工学部食堂　参加者72人

第6回草刈賞受賞者紹介　電気電子工学科:井関肇

情報システム工学科:本木友理･吉田亮太

平成21年度個別学力検査後期日程.電気電子･情報システム工学科16名合格

岩手大学卒業式(岩手県民会館)
工学部第57回卒業生:電気電子工学科87名,情報システム工学科72名

大学院博士前期課程第40回修了生:電気電子工学専攻37名,情報システム工学専攻

30名

大学院博士後期課程第11回修了生:電子情報工学専攻11名

電気電子工学科田山典男教授定年退職

電気電子工学科道上　修教授定年退職

電気電子工学科久保田賢二講師定年退職

本間尚樹氏を電気電子･情報システム工学科准教授(電気電子工学コース)に採用

明石卓也氏を電気電子･情報システム工学科准教授(情報システム工学コース)に採用

岩手大学入学式(岩手県民会館)
工学部入学生:電気電子･情報システム工学科131名

3年次編入学生:電気電子工学科7名,情報システム工学科3名

大学院博士前期課程入学生:電気電子･情報システム工学専攻49名

大学院博士後期課程入学生:電気電子･情報システム工学専攻3名

情報システム工学専攻修士論文予備審査会《平成21年9月修了予定者≫および中間発

表会《平成22年3月修了予定者≫
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7/7-8

7/10

8/6

8/7

8/3ト9/1

9/7-8

第2回草刈賞委員会　大田原功相談役､相葉安兵衛会長､長田洋理事､木村彰男理事

関学記念日

電気電子工学科スポーツ大会

平成22年度推薦編入学試験.電気電子工学科1名合格

科会平成20年度会計監査　岩手大学工学部会議室

電気学会電子回路研究会

岩手大学創立60周年記念事業,ホームカミングデー

記念講演｢現代科学と市民｣

講師　益川敏英氏(2008年ノーベル物理学賞受賞者)

http ://www.iwate-u. ac.j p /60univ/

科会平成21年度第1回理事会　岩手大学-祐会館大会議室　出席者13人

総会議案書の審議ほか

科会仙台支部総会　仙台市ハ-ネル仙台　38人

平成21年度岩手大学電気電子情報科会総会　仙台市ハ-ネル仙台　46人

平成20年度事業報告･決算報告､ 21年度事業計画･予算､会則の改訂､草刈賞委

員会からの提案等
講演｢電気系学科再編の背景とそのねらい｣　千葉則茂副会長

平成21年度盛岡広域地域産業活性化人材養成等事業｢インテリジェントシステム先

端技術セミナー｣ ≪盛岡広域地域産業活性化協議会,財団法人いわて産業振興セン

ター,岩手大学,いわてインテリジェントシステム研究会共催≫

招待講演① ｢ヒューマンセントリックデータマイニングに基づく家電･PC向けのイ

ンテリジェントな設計支援技術｣折原良平氏(東芝研究開発センターヒューマンセ

ントリックラボラトリー室長,東京工業大学大学院総合理工学研究科連携准教授)

招待講演② ｢複眼撮像システムTOMBOとそのアンビエント環境センサへの応用｣

谷田　純氏(大阪大学大学院情報科学研究科教授)

平成22年度一般編入学者選抜試験.電気電子工学科7名合格,情報システム工学科3

名合格

平成22年度大学院博士前期課程推薦入学者選抜試験.情報システム工学専攻7名合格

オープンキャンパス

情報システム工学コース　スポーツ大会

平成22年度大学院博士前期課程入学者選抜試験《平成22年4月入学≫電気電子･情報
システム工学専攻36名合格

計測自動制御学会東北支部45周年学術講演会

招待講演① ｢センシング技術開発-の氷海域研究からの要望｣堺　茂樹氏(岩手大

学工学部長,岩手大学教授)

招待講演② ｢発熱する植物に学ぶ温度制御システム｣伊藤菊-氏(岩手大学農学部

附属寒冷バイオシステム研究センター教授)

招待講演③ ｢マルチエージェント動的システムの合意形成:一般化周波数変数を持
っ動的システム表現に基づく性能解析と応用｣原　辰次氏(計測自動制御学会会

長,東京大学大学院教授)

学術講演会《計測自動制御学会,システム理工学系共催≫

｢最適制御法のコンピュータ将棋への応用-ボナンザ!その最適戟略とは? -｣保

木邦仁氏(東北大学大学院理学研究科助教)

文部科学省スーパーサイエンスハイスクール(岩手県立水沢高等学校1年生約140名

受け入れ)

電気電子工学科工場見学《閑東地区≫　NTTドコモR&Dセンタ,東芝浜川崎工

場,富士通川崎工場,フジクラ佐倉事業所, NTTドコモネットワークテクニカル

オペレーションセンター.引率:向川･佐藤教貞(参加者51名)

電気電子工学科工場見学《東北地区≫ (新興製作所, TDK-MCC北上工場) ･引
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ll/20
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1 1/27

1 1/12-30

12/4

12/ll

12/18

12/18

1 2/25

率:大坊教員(参加者17名)

電気電子工学専攻修士論文中間審査

平成21年度岩手大学修了式･卒業式(岩手大学農学部付属農業教育資料館)
工学部卒業生:電気電子工学科1名,大学院博士前期課程修了生:情報システム工学

専攻3名,大学院博士後期課程修了生:電子情報工学専攻1名

岩手大学入学式(岩手大学事務局)

大学院博士前期課程電気電子･情報システム工学専攻4名入学

大学院博士後期課程電気電子･情報システム工学専攻4名入学

岩手大学工学部特別講演会｢ソフトパスエンジニアリングの構築と実践に向けて｣

特別講演① ｢持続可能な社会の構築に向けての大学への期待｣磯田文雄氏(文部科

学省研究振興局長)

特別講演② ｢微細化の限界に挑戟する半導体製造装置と産学連携への期待｣保坂重

敏氏(東京エレクトロン株式会社執行役貞)

特別講演③ ｢芸術科学は未来を切り拓く｣西原清一氏(芸術科学会会長,筑波大学

名誉教授)

科会三役会　岩手大学工学部　会長･副会長･事務局3人

科会第2回理事会　いわて国保会館12人　各支部報告､会費検討委員会設置等

電子情報通信学会環境電磁工学研究会,マイクロ波研究会,電気学会マグネティツ
クス研究会合同研究会

特別講演① ｢生体磁気計測とEM I一冷凍機駆動雑音と環境磁気雑音の低減を中心
にして-｣笹田一郎氏(九州大学大学院総合理工学研究院教授)

特別講演(参｢EMC/ESDをあれこれ考える一温故から知新へ-｣藤原　修氏(名古

屋工業大学大学院工学研究科教授)

特別講演③ ｢左手系メタマテリアルとマイクロ波応用｣真田篤志氏(山口大学大学

院理工学研究科准教授)

オープンキャンパス(大学祭)

電気電子工学科社長実践学特別講義, ｢これからの企業が求める技術者像一経営者

が期待するもの-｣梅　良之氏(S42年電気卒, TTK取締役会長)

｢きたかみ｣編集委員会　会長･事務局3人
システム理工学系講演会, ｢ブレークスルーのイノベーション理論一半導体ベン

チャーを立ち上げて-｣山口栄一氏(同志社大学大学院総合政策科学研究科教授)

システム理工学系講演会, ｢無線LANの要素技術と標準化動向｣平栗健史氏(日本

電信電話NTTアクセスサービスシステム研究所)

電気電子工学科社長実践学特別講義, ｢I T時代の製造業としての我社｣斉藤新一

氏(S49年電気卒,大井電気代表取締役社長)

平成22年度推薦入学試験.電気電子･情報システム工学科25名合格
システム理工学系講演会, ｢人支援ロボットの開発｣高橋隆行氏(福島大学共生シ

ステム理工学類教授)

情報システム工学専攻修士論文予備審査会《平成22年3月修了予定者≫および中間発

表会《平成22年9月修了予定者≫

電気電子工学科社長実践学特別講義. ｢競争には勝たねば一今年の採用事情-｣池

田隆夫氏(S35年電気卒,富士通エフ･アイ･ピー前代表取締役社長)

電気電子工学科社長実践学特別講義, ｢電気電子情報技術は,これから黄金期へ｣

揮藤隆一氏(S47年電気卒,三基計装代表取締役社長)

システム理工学系講演会, ｢岩手･宮城内陸地震にみられる地磁気信号の変動｣竹

内伸直氏(秋田県立大学システム科学技術学部教授)

大学院博士後期課程学位論文予備審査会(情報システム工学講座)

平成21年度第3回情報処理学会東北支部研究会
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岩手大学電気電子情報科会会則

第1章　総　　則

第1条　本会は岩手大学電気電子情報科会と称する0

第2条　本会は盛岡高等工業学校電気科､盛岡工業専
門学校電気科､並びに岩手大学工学部電気系
工学科及び大学院工学研究科電気系工学専攻

の傘下に集った者の親睦を図り､緊密な連絡

をとり､電気工学､電子工学､情報工学に関

する知識を交換する｡

第3条　本会の本部事務所は盛岡市上田　岩手大学工
学部電気系工学科に置く｡

本会に支部を置くことができる｡支部の設置
は総会の承認をうけるものとする｡

第4条　本会は第2条に定めた目的を達成するために
会誌の発行､講演会等を行う｡

第2章　会　　員

第5条　会員を分けて特別会月､正会員､準会員とす
る｡

第6条　特別会員は岩手大学工学部電気系工学科の
現･旧教職員とする｡

第7条　正会員は盛岡高等工業学校卒業生､盛岡工業
専門学校卒業生､岩手大学工学部電気系工学

科卒業生､岩手大学大学院工学研究科電気系
工学専攻修了生､並びに役貞会の承認を経た

者とする｡

第8条　準会月は岩手大学工学部電気系工学科の在校
生並びに岩手大学大学院工学研究科電気系工

学専攻学生のうち正会員でない者とする｡

第3章　会　　計

第9条　本会の会計は一般会計及び基金特別会計とす
る｡基金は将来のために積み立てるものとす

る｡但し､その利息は一般会計に繰り入れる

ことができる｡

第10粂　会費は準会貞入会時に入会費として10,000円

を納入する｡また､卒業後10年を経過した

正会員は年会費として10年毎に10,000円を納

入する｡尚､納入した会費は理由の如何を問
わず返却しない｡

第11条　本会の収支は毎年4月末日に於いて決算を行
い､会計監査をへて総会に於て承認をうけ併

せてこれを報告する｡

第4章　会　　議

第12条　会議は総会､臨時総会､役員会及び理事会と
する｡

理事会は､会長､副会長､理事及び相談役を
もって構成する｡

第13条　総会は毎年1回会長が之を招集して出席人月
を以て成立する｡

第14条　臨時総会は役員会に於いて必要と認めた時､

会長が之を招集する｡

第15条　役員会及び理事会は必要に応じて会長が招集
する｡

第5章　役　　員

第16条　本会に次の役貞を置く

会　長　1名

副会長　3名以内

理　事

会計監査　2名

幹　事

顧　問　若干名

相談役

正会貞より選出するD

正会員より選出する｡

正会員より互選する｡

尚､各支部長は理事を兼
ねるものとする｡

正会員より選出する｡

正会員の中から理事会で

推薦し会長が委嘱する｡

特別会員より会長が之を
委嘱する｡

元会長は終身相談役とし
て委嘱するものとする｡

第17条　各役員の任期は1ヶ年とし､再選出来る｡改

選は毎年総会に於いて行なう｡

但し任期中欠員が出来た場合は役員会に於い
て選出し補充する｡

第18条　会長は本会を代表し其の事務を総括するo

副会長は会長を補佐する｡

理事は本会の庶務を掌理する｡

会計監査は会計を監査する｡

事務局担当理事は本会の会計を掌理し､且つ
金品物件の保管の責に任ずる｡

幹事は会員相互の親睦と連絡の任に積極的に
あたる｡

第19条　支部に支部長を置き､本部に準じて役員をお
くことができる｡

第6章　会誌､講演会及び座談会

第20条　本会は会誌[きたかみ]を発行して会月に配

布する｡

第21条　講演会及び座談会は随時行なう｡

第22条　支部の内規は各支部に於いて定め､会長の認

可を受けることにする｡

第23条　会則の変更は総会に於いて過半数の賛成が無

ければ変更する事が出来ない｡

付　　　則

本会則の第10条の改定は､平成16年5月1日から施行

する｡

(昭和17年1月1日制定)

(昭和25年度総会一部改正)

(昭和37年度総会一部改正)

(昭和40年度総会一部改正)

(昭和41年度総会一部改正)

(昭和46年度総会一部改正)

(昭和50年度総会一部改正)

(昭和51年度総会一部改正)

(昭和56年度総会一部改正)

(平成4年度総会一部改正)

(平成11年度総会一部改正)

(平成12年度総会一部改正)

(平成15年度総会一部改正)

(平成20年度総会一部改正)

(平成21年度総会一部改定)
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｢きたかa｣ 56号トヒックス

桜の木を母校に寄贈
株式会社TTK (本社仙台市)会長梅良之氏(昭和42年電気卒)が､母校岩手大学創立60周年を

記念して平成21年5月に桜の苗木20本を寄贈し､植樹が行われました｡苗木とは言え今年から花が

咲きそうな大きな木で､キャンパスの環境整備に力を入れている大学では大変感謝しております｡

このほか､梅氏は平成17年にも岩手大学工学部に桜の木を寄贈しております｡また､高松の池の

周りや県立博物館前などにも沢山寄贈しています｡

本の出版
昭和38年電気卒の最上清治郎氏が､

｢その人造り-育児+教育+食育はまちがっています!

ちゃんとしたフツウの国にするために徹底追求｣

という題名の本を文芸社(東京都新宿区1-10-1)から出版されました｡これまでの自分の体験や収集

した情報をもとにまとめた力作で､内容に共感を覚える方も多いかと思います｡
一般書店の外､ネットでも販売されているそうです｡

編　集　後　記

バンクーバーでの冬季オリンピックが始まりました｡

日本選手の活躍を期待しながら､編集作業を進めております｡

昨年は､高校野球でも､岩手県の花巻東高校の菊池雄星投手が話題になりました｡

プロでも一番の期待の星で､性格の良さも評判です｡

盛岡商業高校のサッカー全国制覇に続き､北国の高校生の活躍に､ ｢白河以北一山百文｣と言われて

俳号を｢一山｣とした､わが平民宰相原敬も溜飲をさげているのではないでしょうか｡

｢きたかみ　56号｣をお届けします｡

今号は､急逝された細川哲男元会長と小津甚一郎元会長そして百足先生を偲ぶ記事を掲載しまし

た｡小津元会長のは原稿依頼が間に合わず､弔辞のみとなりました｡追悼の記事は次号に掲載い

たします｡

また､昨年3月には3人の先生方が退職され､在職中の思い出などをご寄稿いただきました｡

前号から始まった支部担当の4ページは､今号は仙台支部が受け持って下さいました｡楽しんで

いただけましたでしょうか｡

総会は､例年通り｢チヤグチヤグ馬コ｣の当日です｡

ぜひ､お出かけください｡盛岡もだいぶ変わりました｡

編集委員　相葉　安兵衛(会　長:昭和38年電気卒)

長田　洋　　(事務局:昭和62年電気卒)

木村　彰男　(事務局:平成3年情報卒)

柳橋　好子　(事務局:昭和45年電子卒)
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平成22年度総会並びに懇親会開催のご案内

平成22年度の電気電子情報科会総会は､下記のように開催することになりましたので御案内申し

上げます｡なお､盛岡支部総会も併せて行います｡会員各位の多数のご参加をお待ちしております｡

なお､住所や勤務先等の確認にも使用させて頂きますので､綴り込みのハガキで総会への出欠を､

1ケ月前の平成22年5月12日までにご連絡を頂きたくお願い申し上げます｡

記

日　　　時　平成22年6月12日(土)チヤグチヤグ馬コ開催日

盛岡支部総会　　午後2時30分～ 3時00分

総　　　　会　　　午後3時00分～4時00分

講演会等　　午後4時00分～5時00分

懇　親　会　　　午後5時00分～7時00分

場　　　所　いわて国保会館

盛岡市大沢川原三丁目7-30

TEL 019-623-4321

議　　題1.平成21年度事業報告､決算報告承認

2.平成22年度事業計画案､予算案審議

3.その他

講　演　会　演題｢東京からみた岩手(仮)｣

講師:揮　藤　隆　一　氏(昭和47年電気卒)

在京盛岡広域産業人会代表､三基計装㈱社長､科会東京支部長

懇親会会費　5,000円(懇親会席上で､昨年秋･今年春に叙勲された方を御紹介し､祝意を表します｡

叙勲された方を御存知の方はお知らせ下さい｡)

連　絡　先　総会出欠･叙勲された方の紹介等､会誌｢きたかみ｣に綴り込みのハガキを使用するか､

下記事務局宛電話､ FAX又はE-mail等でご連絡下さい｡

岩手大学電気電子情報科会事務局(岩手大学工学部電気電子･情報システム工学科内)

長　田　　　洋　TEL･FAX　019-621-6381

E-mail osada@iwate-u.ac.jp

木　村　彰　男　TEL･FAX 019-621-6488

E-mail kimura@cis.iwate-u.ac.jp

柳　橋　好　子　TEL･FAX 019-686-2253

E-mail t.k-yngbs@nifty.com


